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は
じ
め
に

　

近
代
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
行
政
・
教
育
・
企
業
経
営
は
地
主
・

資
産
家
、
よ
り
広
く
言
え
ば
名
望
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
か

つ
て
の
地
主
制
史
研
究
が
彼
ら
の
地
主
経
営
・
有
価
証
券
投
資
に
論
点

を
絞
っ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に（

（
（

、
名
望
家
史
研
究
は
、
彼
ら
の
多
様

な
地
域
貢
献
の
在
り
方
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

そ
こ
で
は
、
近
代
の
地
域
社
会
に
お
い
て
租
税
負
担
や
寄
付
行
為
が
有

産
者
の
責
務
と
な
っ
て
い
た
こ
と（

（
（

、
貧
困
者
救
恤
や
地
域
金
融
、
地
方

議
会
で
の
政
治
活
動
や
行
政
の
担
い
手
と
し
て
の
在
り
方（

（
（

、
地
元
企
業

の
設
立
や
そ
の
経
営
、
投
資
活
動
な
ど
が
注
目
さ
れ（

（
（

、
論
者
に
よ
っ
て

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
か
か
る
諸
活
動
が
地
域
社
会
で

の
名
望
調
達
と
バ
ー
タ
ー
で
あ
る
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
名
望
家
の
地
域
貢
献
が
地
域
社
会
の
側
か
ら
促
さ

「
家
業
」
と
し
て
の
名
望
家

―
「
財
団
法
人
義
倉
」
理
事
の
地
域
貢
献
と
家
永
続

―平
　
　
下
　
　
義
　
　
記

れ
て
い
た
事
実
や（

（
（

、
府
県
の
政
策
実
施
に
お
い
て
名
望
家
に
依
存
す
る

領
域
が
日
露
戦
後
に
狭
く
な
っ
た
こ
と（

（
（

、
地
方
の
企
業
が
中
央
企
業
に

合
併
さ
れ
る
こ
と
で
名
望
家
の
企
業
出
資
の
位
置
付
け
が
低
下
し
て

い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る（

（
（

。
先
行
研
究
の
成
果
を
総
括

す
れ
ば
、
名
望
家
の
地
域
貢
献
は
日
露
戦
後
期
ま
で
に
極
大
化
し
、
以

後
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
農
民
運
動
に
よ
り
そ
の
役
割
が
低
減
し
て
い
っ

た
か
の
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
、本
稿
が
問
題
と
し
た
い
こ
と
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
地
域
貢
献
に
よ
る
名
望
調
達
は
、
短
期
間
に
実
現
す
る
も
の

と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
持
続
的
な
地
域
貢
献
を
名
望

調
達
に
不
可
欠
な
要
素
と
理
解
す
れ
ば
、
世
代
を
超
え
た
地
域
貢
献
を

な
し
う
る
経
路
を
特
定
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
地
域
貢

献
の
事
実
が
、
名
望
家
の
家
経
営
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か

が
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
政
治
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取
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

さ
て
本
稿
は
、「
財
団
法
人
義
倉
」（
現
・
広
島
県
福
山
市
）
と
、
義

倉
で
理
事
職
を
継
続
的
に
務
め
た
家
々
に
着
目
す
る
。
ま
ず
は
義
倉
の

概
要
と
財
団
法
人
化
の
経
緯
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
義
倉
自
体
の
成
立

は
一
八
〇
四
年
、
福
山
藩
領
内
の
豪
農
商
の
共
同
出
資
と
藩
の
援
助
を

得
て
初
期
の
資
産
を
形
成
し
、
藩
領
レ
ベ
ル
で
低
利
金
融
や
事
業
支
出

を
通
じ
た
地
域
社
会
の
持
続
的
再
生
産
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
運
営

は
初
期
資
本
を
出
資
し
た
家
々
が
企
画
、
藩
庁
と
の
合
議
の
上
で
な
さ

れ
て
い
た
。
経
営
基
盤
と
し
て
は
金
融
業
で
資
本
を
利
殖
し
て
、
そ
の

収
益
で
領
内
の
土
地
を
購
入
し
て
小
作
地
と
し
て
貸
し
出
し
、
小
作
米

を
換
金
し
て
現
金
収
入
を
得
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
資
産
は
拡
大
し
、

一
八
六
一
年
に
は
貸
付
銀
高
五
二
五
貫
目
、
小
作
地
は
五
五
町
（
購
入

資
金
累
計
銀
五
一
三
貫
目
）、
総
資
産
は
〆
一
〇
〇
〇
貫
を
超
え
て
い

た
。
事
業
支
出
の
面
で
は
、
維
新
前
は
藩
庁
へ
の
持
続
的
な
寄
附
、
義

倉
の
担
い
手
を
含
む
領
内
の
豪
農
商
層
の
家
名
再
興
、
地
域
社
会
の
文

教
事
業
へ
の
寄
附
、
凶
作
時
の
救
恤
米
支
給
な
ど
を
し
て
い
た（

（1
（

。

　

維
新
後
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
藩
庁
の
関
与
が
無
く
な
っ
た
た
め
、

藩
庁
へ
の
寄
附
は
消
滅
し
、
初
期
資
本
を
出
資
し
た
家
々
が
事
実
上
の

世
襲
で
独
占
的
に
意
思
決
定
を
担
っ
た
。
さ
ら
に
義
倉
経
営
の
純
益
の

一
部
を
出
資
者
の
家
に
分
配
す
る
こ
と
を
始
め
、
運
用
規
則
に
出
資
者

の
家
経
営
の
保
護
を
明
記
す
る
な
ど
、
出
資
者
の
た
め
の
営
利
企
業
的

な
性
格
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
松
方
デ
フ
レ
期
に
貸

付
金
の
担
保
土
地
が
一
挙
に
流
れ
込
み
、
資
産
構
成
は
土
地
に
大
き
く

偏
り
（
最
大
約
一
三
〇
町
歩
）、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
悪
化
し
て
地

的
・
経
済
的
地
位
の
維
持
の
た
め
に
地
域
貢
献
が
な
さ
れ
た
と
指
摘
さ

れ
つ
つ
も
、
そ
れ
が
真
に
彼
ら
の
地
位
の
維
持
、
よ
り
広
く
言
え
ば
家

の
永
続
に
寄
与
し
た
の
か
が
不
分
明
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
名
望
家
を

個
人
と
し
て
よ
り
も
「
家
」
と
し
て
捉
え
る
視
点
に
立
つ
こ
と
で
、
彼

ら
の
地
域
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
、
個
人
の
生
涯
を
越
え
て
長
期
的
に

検
討
し
て
い
く（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
史
的
理
解
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
名
望
家
の
多

様
な
地
域
貢
献
の
中
で
も
、
公
益
法
人
へ
の
関
与
を
重
点
的
に
取
り
上

げ
た
い
。
公
益
法
人
と
は
、
明
治
民
法
第
三
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
、「
公
益
ニ
関
ス
ル
社
団
又
ハ
財
団
ニ
シ
テ
営
利
ヲ
目
的
ト
セ

サ
ル
モ
ノ
」
を
指
す
が
、
特
に
財
団
法
人
は
設
立
時
の
資
産
提
供
と
複

数
理
事
の
運
営
へ
の
持
続
的
な
関
与
が
必
要
で
あ
っ
た
。
在
地
レ
ベ
ル

の
財
団
法
人
の
理
事
は
初
期
資
本
の
拠
出
の
み
な
ら
ず
運
営
労
力
を
持

続
的
に
提
供
す
る
故
に
、そ
の
階
層
は
必
然
的
に
名
望
家
に
限
ら
れ
る
。

公
益
法
人
の
歴
史
研
究
と
し
て
は
、
東
京
所
在
の
大
規
模
法
人
を
対
象

と
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が（

（1
（

、
在
地
レ
ベ
ル
の
事
例
研
究
は
、
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い（

（1
（

。

　

公
益
法
人
は
、
彼
ら
の
「
家
」
が
継
承
さ
れ
、
名
望
が
再
生
産
さ
れ

る
過
程
を
観
察
す
る
際
の
定
点
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ

な
ら
公
益
法
人
の
経
営
は
、
理
事
の
「
家
」
の
継
承
を
越
え
て
持
続
す

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
益
法
人
は
理
事
の
意
思
決
定
に
よ
り
事

業
支
出
を
す
る
た
め
、
そ
の
経
営
を
通
じ
た
理
事
の
効
用
最
大
化
が
可

能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
公
益
法
人
の
活
動
か
ら
は
そ
の
理
事
ら
が
何

を
重
視
し
て
地
域
貢
献
を
し
て
い
た
か
を
、
明
瞭
か
つ
長
期
的
に
読
み
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を
評
議
員
と
し
、
そ
の
中
か
ら
互
選
で
就
任
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

事
実
上
そ
れ
は
有
力
出
資
者
の
世
襲
で
あ
っ
た
。
名
望
家
の
地
域
貢
献

を
長
期
的
に
見
る
上
で
、
義
倉
は
好
個
の
事
例
と
な
る
。

　

以
下
、
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
義
倉
の
理
事
家
の
盛
衰
と
、
義
倉

を
介
し
た
彼
ら
の
地
域
貢
献
が
名
望
調
達
に
寄
与
し
た
こ
と
を
論
じ
て

い
く
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
第
二
章
で
は
、
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利
得
や

義
倉
の
保
護
に
よ
り
理
事
家
が
家
永
続
を
実
現
し
た
事
実
を
解
明
す

る
。
分
析
期
間
は
、
財
団
法
人
経
営
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
〇
〇
年
か

ら
終
戦
の
一
九
四
五
年
ま
で
に
設
定
す
る
。
こ
れ
は
地
域
社
会
に
お
い

て
名
望
家
が
果
た
し
た
役
割
を
公
益
法
人
と
の
関
連
に
お
い
て
長
期
的

に
読
み
解
こ
う
と
い
う
問
題
関
心
と
、
名
望
家
が
寄
附
行
為
で
地
域
貢

献
で
き
る
余
地
は
戦
後
に
お
い
て
縮
減
す
る
と
の
想
定
に
よ
る（

（1
（

。

　

以
上
の
分
析
視
角
と
期
間
の
設
定
を
通
じ
て
、
義
倉
の
理
事
が
い
わ

ば
「
家
業
」
と
し
て
義
倉
に
関
わ
っ
て
い
た
故
に
地
域
社
会
へ
の
持
続

的
貢
献
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利

得
と
家
永
続
の
保
障
が
彼
ら
の
名
望
家
と
し
て
の
地
位
の
維
持
に
決
定

的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
、
本
稿
は
実
証
す
る
。
本
稿
の

作
業
は
、
従
来
の
研
究
史
が
名
望
家
の
議
会
で
の
活
動
や
企
業
経
営
へ

の
関
与
、
自
身
の
寄
付
行
為
を
通
じ
た
名
望
の
調
達
を
問
題
と
し
て
き

た
こ
と
に
加
え
て
、
公
益
法
人
へ
の
関
与
を
通
じ
た
名
望
調
達
の
ル
ー

ト
を
新
た
な
論
点
と
し
て
研
究
史
に
付
け
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

域
社
会
へ
の
寄
附
も
一
時
途
絶
し
た（

（1
（

。

　

維
新
後
の
義
倉
は
、
い
わ
ば
担
い
手
の
利
益
の
た
め
の
土
地
会
社
と

で
も
言
う
べ
き
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が（

（1
（

、
そ
れ
を
問
題
視
し
た
旧

福
山
藩
士
族
は
、
一
八
九
一
～
九
三
年
に
義
倉
資
産
の
帰
属
が
士
族
や

地
域
社
会
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
事
件
を
起
こ
し
た
。
こ
の
事
件
の

背
景
に
は
、
義
倉
資
産
の
所
有
権
者
が
法
的
に
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
、

義
倉
の
地
域
貢
献
が
途
絶
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
た
め
義
倉

は
、
義
倉
資
産
の
帰
属
に
法
的
根
拠
を
与
え
、
か
つ
、
地
域
貢
献
を
組

織
目
的
の
中
に
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
組
織
変
革
し
、

一
九
〇
〇
年
か
ら
財
団
法
人
経
営
を
ス
タ
ー
ト
し
た（

（1
（

。

　

以
上
の
経
緯
に
よ
り
、
義
倉
は
そ
の
意
思
決
定
が
法
人
化
時
の
出
資

者
で
固
定
さ
れ
、
事
務
経
費
や
俸
給
を
差
し
引
い
た
年
間
純
益
を
三
等

分
し
、
一
つ
を
地
域
へ
の
事
業
支
出
に
、
二
つ
を
出
資
者
の
家
に
分
配

し
、
三
つ
を
積
立
金
と
す
る
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
た
。
法
人
化
後
の
資

産
は
、
戦
前
期
を
通
じ
て
土
地
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
義
倉
の
経
営
基
盤
は
地
主
的
土
地
所
有
で
あ
る
。

　

よ
り
積
極
的
に
、
財
団
法
人
義
倉
の
理
事
と
い
う
特
定
の
家
に
着
目

す
る
意
義
を
二
点
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
義
倉
の
理
事
連
中
の
家
業
は

地
主
、
商
人
家
、
政
治
家
な
ど
一
様
で
は
な
く
、
家
産
と
名
望
の
維
持

に
成
功
し
た
家
も
あ
れ
ば
、
家
名
維
持
に
と
ど
ま
っ
た
レ
ベ
ル
の
家
も

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
の
在
り
方
の
多
様
さ
は
、
地
域

貢
献
と
家
経
営
の
関
係
を
問
題
と
す
る
本
稿
の
分
析
視
角
を
多
角
化
し

て
く
れ
る
。
第
二
に
、
義
倉
の
財
団
規
定
上
、
理
事
就
任
の
資
格
が
固

定
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
義
倉
理
事
は
、
財
団
登
記
時
の
出
資
者
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や
信
岡
家
は
、
専
務
理
事
な
い
し
常
務
理
事
の
立
場
を
活
用
し
て
事
業

内
容
や
支
出
先
の
誘
導
を
し
て
い
た
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
そ
の
分
析
対
象
を
、
一

義
的
に
は
理
事
就
任
の
有
無
に
基
づ
き
、
以
下
の
五
つ
の
家
に
限
定
す

第
一
章　

財
団
法
人
義
倉
理
事
の
地
域
貢
献

　

本
章
で
は
、
義
倉
理
事
の
就
任
状
況
を
確
認
し
、
彼
ら
の
地
域
社
会

に
お
け
る
事
蹟
を
各
種
の
刊
本
資
料
に
基
づ
き
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら

に
、義
倉
の
事
業
支
出
が
理
事
の
意
思
決
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
で
、

彼
ら
の
名
望
調
達
が
成
功
裡
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
く
。

　

ま
ず
は
一
九
〇
〇
年
の
財
団
経
営
ス
タ
ー
ト
か
ら
終
戦
時
の

一
九
四
五
年
ま
で
の
理
事
就
任
状
況
を
整
理
し
た
表
①
の
検
討
を
通
じ

て
、
分
析
対
象
を
絞
り
込
む
。
義
倉
の
理
事
職
は
、
出
資
者
の
子
孫
で

あ
る
（
Ａ
）
石
井
家
～（
Ｇ
）
大
戸
家
の
七
つ
の
家
の
互
選
で
、
上
位

四
名
が
就
任
、三
年
任
期
、再
任
可
と
い
う
規
程
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
「
理
事
中
」
か
ら
専
務
理
事
と
常
務
理
事
を
互
選
す
る
。
職
掌

と
し
て
は
、
専
務
理
事
は
「
財
団
ノ
事
務
ヲ
総
理
シ
義
倉
ヲ
代
表
」
す

る
者
、
常
務
理
事
は
「
義
倉
ノ
事
務
ヲ
処
理
」
し
て
専
務
理
事
代
理
を

務
め
う
る
者
、「
理
事
ハ
義
倉
ノ
事
務
ヲ
分
掌
」
す
る
者
と
定
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
理
事
職
の
中
に
も
序
列
が
あ
っ
た（

（1
（

。

　

出
資
比
率
の
高
さ
と
理
事
就
任
期
間
の
間
に
明
確
な
因
果
関
係
は
な

さ
そ
う
だ
が
、
義
倉
へ
の
出
資
比
率
が
一
〇
％
以
下
の
（
Ｆ
）
河
相
淳

一
郎
家
、（
Ｇ
）
大
戸
ナ
オ
家
の
二
家
は
、
戦
前
を
通
じ
て
理
事
へ
の

就
任
実
績
が
な
く
、
分
析
期
間
を
通
じ
て
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
関

与
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
専
務
理
事
・
常
務
理
事
へ
の
就
任
は
、
理

事
相
互
の
互
選
に
よ
り
権
威
付
け
さ
れ
て
い
る
意
味
で
も
、
義
倉
経
営

や
事
業
支
出
の
在
り
方
を
主
導
的
に
決
め
う
る
と
い
う
意
味
で
も
、
義

倉
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
石
井
家

表①　義倉理事職の就任状況

家№ 出資比率 人名 専務理事 常務理事 理事 就任期間

Ａ 30.0 
石井英太郎 21 21

38
石井貞之介 9 8 17

Ｂ 20.0 
信岡仁三郎 8 8 16

44
信岡錦一 4 6 18 28

Ｃ 20.0 神野利右衛門 15 7 22 22

Ｄ 10.0 
河相三郎 11 29 40

44
河相寿太郎 1 3 4

Ｅ 10.0 
河相一郎 8 8

17
河相直吉 9 9

Ｆ 8.3 河相淳一郎 0
Ｇ 1.7 大戸ナヲ 0
歴代の専務理事
1900～1921年　石井英太郎（Ａ）
1922～1930年　石井貞之介（Ａ）
1931～1941年　河相三郎（Ｄ）
1942～1945年　信岡錦一（Ｂ）
出所）各年「勘定帳」、「会議録」（義倉文書）。
注）出資比率は、義倉資本金10万円に対する各家の拠出割合を指す。
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理
事
職
の
位
置
付
け
を
考
え
る
。
一
九
〇
九
年
の
石
井
英
太
郎
の
大
日

本
農
会
表
彰
を
報
じ
る
記
事
で
は
、
石
井
英
太
郎
が
、
郡
農
会
長
と
し

て
農
事
改
良
を
主
導
し
た
こ
と
、
か
つ
義
倉
に
補
助
金
支
出
を
促
し
た

と
あ
る（

（2
（

。
す
な
わ
ち
郡
農
会
創
立
時
に
「
義
倉
を
し
て
其
経
費
を
補
助

せ
し
め
以
て
其
成
立
を
助
け
」
た
り
、「
毎
年
維
持
費
と
し
て
其
補
助

を
継
続
せ
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
倉
の
農
会
へ
の
寄
附
が
石
井
家

の
主
導
で
あ
る
と
さ
れ
、
農
会
へ
の
「
義
倉
の
補
助
金
を
増
加
せ
し
め

又
深
安
農
会
創
立
以
来
会
長
の
任
を
受
け
農
事
の
改
良
発
達
に
努
力
し

つ
ゝ
あ
り
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
石
井
家
の
名
望
は
、
英
太
郎
だ
け
の
事
績
に
よ
り
確
立
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
英
太
郎
本
人
の
代
で
消
滅
す
る
も
の
で
も
な

か
っ
た
。
曾
祖
父
の
代
か
ら
八
〇
年
以
上
に
わ
た
り
独
自
の
救
恤
を
施

し
た
こ
と
が
「
奇
特
」
で
あ
る
と
か
、
一
九
二
七
年
の
英
太
郎
の
死
亡

記
事
に
「
義
倉
財
団
理
事
と
し
て
地
方
開
発
に
貢
献
し
て
ゐ
る
功
績
は

容
易
に
忘
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
現
に
嗣
子
貞
之
助
氏
が
義
倉
財

団
理
事
、
郡
教
育
会
長
、
盈
進
商
業
学
校
長
、
深
津
村
長
な
ど
の
栄
職

に
あ
る
は
全
く
」
英
太
郎
の
「
余
栄
」
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で

あ
っ
た（

（2
（

。
祖
先
か
ら
の
持
続
的
な
地
域
貢
献
に
よ
り
石
井
家
の
名
望
は

調
達
さ
れ
、
そ
の
「
余
栄
」
と
し
て
継
承
で
き
る
の
が
、「
義
倉
財
団

理
事
」
で
あ
っ
た
。

　

信
岡
家
に
つ
い
て
見
る
と（

（2
（

、
一
九
三
二
年
の
記
事
に
以
下
の
よ
う
に

あ
る（

（2
（

。
信
岡
錦
一
は
、
多
く
の
農
事
改
良
事
業
を
通
じ
て
「
多
角
農
業

の
先
駆
」
と
し
て
「
地
方
農
業
者
の
指
導
誘
掖
」
を
果
た
し
「
農
家
の

労
力
合
理
化
に
益
し
た
」
と
賞
賛
さ
れ
、
地
元
農
村
で
の
精
神
修
養
講

る
。
す
な
わ
ち
、（
Ａ
）
石
井
家
、（
Ｂ
）
信
岡
家
、（
Ｃ
）
神
野
家
、（
Ｄ
）

河
相
〔
三
郎
〕
家
、（
Ｅ
）
河
相
〔
一
郎
〕
家
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
、
地
域
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
か
、
ま

た
そ
れ
は
時
期
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。

　

資
産
家
地
主
、
企
業
役
員
に
関
す
る
刊
本
資
料
、
地
元
新
聞
や
人
物

誌
等
を
で
き
う
る
限
り
調
べ
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
し
た
の
が
、

表
②
に
な
る
。
彼
ら
の
家
業
は
、
大
き
く
は
地
主
家
（
石
井
家
・
信
岡

家
）
と
、
商
人
家
（
神
野
家
・
河
相
三
郎
家
・
河
相
一
郎
家
）
に
分
け

ら
れ
る
。
政
治
活
動
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
河
相
三
郎
家
が
最
も
深

く
関
わ
っ
て
お
り
、
石
井
家
・
信
岡
家
は
普
通
選
挙
制
の
導
入
後
に
居

村
で
村
長
職
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
名
望
家
と
し
て
の
地
位
維
持
に
成

功
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

納
税
額
・
資
産
の
記
録
か
ら
戦
前
期
を
通
じ
た
家
の
盛
衰
を
見
る
と
、

順
調
に
家
産
を
保
っ
た
の
は
信
岡
家
と
河
相
三
郎
家
、
や
や
家
産
を
減

じ
た
の
が
石
井
家
、
大
幅
に
家
産
を
減
ら
す
傾
向
に
あ
っ
た
の
が
神
野

家
、
河
相
一
郎
家
、
と
区
分
で
き
る
。
石
井
家
、
神
野
家
、
河
相
三
郎

家
は
、
一
八
九
八
年
調
査
で
相
互
に
地
元
企
業
の
役
員
を
兼
任
し
て
い

た
が
、
石
井
家
は
一
九
二
〇
年
代
に
、
神
野
家
は
〇
〇
年
代
に
企
業
経

営
か
ら
離
れ
た
。
地
域
社
会
の
中
で
名
望
家
と
し
て
の
評
価
を
保
ち
続

け
た
の
は
、
石
井
家
、
信
岡
家
、
河
相
三
郎
家
の
三
家
で
あ
る
。
そ
こ

で
の
判
断
基
準
は
、
事
実
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
有
無
だ
け
で
な
く
、

同
時
代
の
彼
ら
へ
の
社
会
的
評
価
、
具
体
的
に
は
そ
の
事
蹟
を
賞
賛
す

る
地
元
新
聞
記
事
と
同
時
代
の
人
物
誌
記
述
の
有
無
で
あ
る
。

　

以
下
、
新
聞
記
事
の
検
討
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
事
績
に
お
け
る
義
倉
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表
②
　
理
事
家
の
事
績
一
覧

家
№

当
主

氏
名

義
倉

理
事

職
納

税
額

・
資

産
企

業
役

員
政

治
活

動
・

団
体

役
員

名
望

家
評

価
新

聞
人

物
誌

判
定

Ａ
石

井
英

太
郎

1900～
20　

専
務

理
事

1884　
地

価
33,317円

1890　
直

接
国

税
1,645円

　
　

　
地

租
1,620円

　
　

　
所

得
税

25円
1897　

直
接

国
税

908円
　

　
　

地
租

846円
　

　
　

所
得

税
62円

1898　
地

価
34,646円

1907　
地

価
13,333円

1898　
広

島
県

農
工

銀
行

頭
取

　
　

　（
同

、
1907、

14、
20年

）
　

　
　（

株
）

松
永

銀
行

監
査

役

1914　（
株

）
福

山
銀

行
相

談
役

　
　

　（
同

、
1918年

）

1879～
1880　

広
島

県
福

山
中

学
校

校
長

1896～
1909　

深
津

郡
農

会
会

長

  1900～
03　

深
安

郡
郡

会
議

員
　

  　
　

　
　

同
議

長
、

参
事

会
員

○
○

○

石
井

貞
之

介

1921　
理

事
　

　
1922～

30　
専

務
理

事

1935～
41　

理
事

　
　

1898　
福

山
倉

庫
（

株
）

取
締

役
1907　（

株
）

松
永

銀
行

取
締

役
　

　
　（

株
）

福
山

銀
行

専
務

取
締

役
　

　
　（

14年
、

18年
は

取
締

役
）

　
　

　（
株

）
福

山
貯

蓄
銀

行
取

締
役

　
　

　（
同

、
1914年

、
1918年

）
1911　

福
山

瓦
斯

株
式

会
社

社
長

　
　

　（
～

1912年
、

18年
は

監
査

役
）

1914　（
株

）
松

永
実

業
銀

行
取

締
役

　
　

　（
同

、
1918年

）

  1926～
32　

深
津

村
長

　
　

　
1934　

盈
進

商
業

学
校

校
長

　
　

　
1936　

盈
進

商
業

学
校

理
事

長

○
○

○

Ｂ
信

岡
仁

三
郎

1900～
07　

理
事

　
　

1908～
15　

常
務

理
事

1898　
地

価
14,961円

1907　
地

価
13,791円

○
―

△

信
岡

錦
一

1918～
35　

理
事

　
　

1936～
41　

常
務

理
事

1942～
45　

専
務

理
事

1925　
直

接
国

税
2,093円

　
　

　
地

租
994円

　
　

　
所

得
税

1,099円
　

　
　

資
産

70万
円

1939　
納

税
額

2,367円

  1925～
45　

戸
手

村
会

議
員

  1927～
43　

芦
品

郡
教

育
会

長

  1943～
45　

戸
手

村
長

○
○

○
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Ｃ
神

野
利

右
衛

門

1900～
01　

理
事

　
　

1916～
20　

理
事

　
　

1921～
35　

常
務

理
事

1884　
地

価
32,983円

1898　
地

価
26,818円

1898　（
株

）
福

山
銀

行
監

査
役

　
　

　（
株

）
松

永
銀

行
専

務
取

締
役

　
　

　（
株

）
福

山
貯

蓄
銀

行
監

査
役

　
　

　
福

山
倉

庫
（

株
）

監
査

役
　

　
　（

株
）

福
山

米
綿

取
引

所
理

事
　

　
　

備
後

製
糸

（
株

）
専

務
取

締
役

―
―

×

Ｄ
河

相
三

郎

1902～
30　

理
事

　
　

1931～
41　

専
務

理
事

1898　
地

価
16,381円

1898　
所

得
税

123円
　

　
　

営
業

税
48円

1914　
営

業
税

185円

1925　
資

産
120万

円
　

　
　

納
税

額
3,993円

1898　（
株

）
福

山
銀

行
専

務
取

締
役

　
　

　（
1907、

14、
18は

取
締

役
）

　
　

　（
株

）
福

山
貯

蓄
銀

行
頭

取
　

　
　

福
山

倉
庫

（
株

）
専

務
取

締
役

　
　

　
福

山
紡

績
（

株
）

取
締

役
　

　
　（

株
）

福
山

米
綿

取
引

所
理

事
　

　
　

福
山

製
糸

（
株

）
業

務
担

当

1914　
両

備
軽

便
鉄

道
（

株
）

取
締

役
　

　
　（

18、
30年

は
社

長
）

　
　

　
高

井
軽

便
鉄

道
（

株
）

取
締

役
1918　（

株
）

広
島

合
同

貯
蓄

銀
行

取
締

役
　

　
　（

同
、

35年
）

　
　

　
西

備
縒

網
（

株
）

取
締

役
1930　

福
山

水
産

市
場

（
株

）
社

長
　

　
　（

同
35年

、
39年

）
1935　

神
高

鉄
道

株
式

会
社

社
長

　
　

　（
同

39年
）

1889～
1916　

福
山

町
会

議
員

一
級

議
員

  1916～
20　

福
山

市
会

議
員

、
議

長
  1920～

24　
衆

議
院

議
員

  1924～
28　

福
山

市
会

議
員

、
議

長
○

○
○

河
相

寿
太

郎

1945　
常

務
理

事

1930　
営

業
税

244円
　

　
　

所
得

税
678円

1930　
福

山
水

産
市

場
株

式
会

社
監

査
役

　
　

　（
同

35、
39年

）
1939　

中
国

化
学

工
業

（
株

）
監

査
役

―
○

△

Ｅ
河

相
一

郎
1900～

07　
常

務
理

事
　

　
　

1898　
福

山
町

会
二

級
議

員
―

―
×

河
相

直
吉

1937～
45　

理
事

　
　

―
―

×
出

所
）

�理
事

就
任

情
報

は
表

１
に

同
じ

。
納

税
額

・
資

産
の

出
所

は
以

下
の

通
り

。
各

年
「

貴
族

院
議

員
多

額
納

税
者

議
員

互
選

名
簿

」（
原

資
料

は
各

年
『

広
島

県
報

』
に

記
載

。
1925年

以
前

の
納

税
額

は
、

門
田

祐
・

坂
根

嘉
弘

「
戦

前
期

広
島

県
資

産
家

に
関

す
る

基
礎

資
料

（
1）」（『

広
島

大
学

経
済

論
叢

』
34-2、

2010年
）

に
依

拠
。

そ
れ

以
後

の
納

税
額

・
資

産
額

は
下

記
の

諸
資

料
に

よ
る

。
1884年

「
芸

備
地

価
持

一
覧

」
（『

都
道

府
県

別
資

産
家

地
主

総
覧

広
島

編
』

所
収

）、
1898年

「
日

本
全

国
商

工
人

名
録

」
第

２
版

（『
同

』
所

収
）、

1907年
「

広
島

県
地

価
金

一
万

円
以

上
地

主
」（『

同
』

所
収

）、
1914年

「
日

本
全

国
商

工
人

名
録

」
第

５
版

（『
同

』
所

収
）、1925年

「
貴

族
院

多
額

納
税

議
員

互
選

資
格

者
調

」（『
大

正
昭

和
日

本
全

国
資

産
家

地
主

資
料

集
成

Ⅲ
』

所
収

）。
1939年

「
貴

族
院

多
額

納
税

者
議

員
互

選
人

名
総

覧
」（『

大
正

昭
和

日
本

全
国

資
産

家
地

主
資

料
集

成
Ⅵ

』
所

収
）。

1930年
「

大
日

本
商

工
人

名
録

」
第

11版
、『

都
道

府
県

別
資

産
家

地
主

総
覧

広
島

編
』

所
収

）。
企

業
役

員
に

つ
い

て
は

、
各

年
「

日
本

全
国

諸
会

社
役

員
録

」
に

よ
る

。
1898～

1925年
版

に
つ

い
て

は
門

田
・

坂
根

「
基

礎
資

料
（

2）」（『
広

島
大

学
経

済
論

叢
』

34-3）
を

参
照

し
つ

つ
、

原
資

料
で

一
部

補
っ

た
。

そ
れ

以
後

の
情

報
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

ス
で

閲
覧

・
調

査
。

政
治

活
動

・
団

体
役

員
の

情
報

は
、『

福
山

市
史

』
等

の
自

治
体

史
、『

芦
品

郡
誌

』
等

の
地

誌
類

の
他

、
下

記
の

「
人

物
誌

」
の

記
述

を
参

照
し

た
。『

広
島

県
紳

士
名

鑑
』（

国
民

教
育

普
及

社
、

1917年
）、『

広
島

県
人

物
評

伝
』（

広
島

通
信

社
、

1923年
）、『

広
島

県
人

物
評

伝
　

続
編

』（
広

島
通

信
社

、
1925年

）、『
広

島
県

紳
士

録
』（

西
日

本
興

信
所

、
1933年

）、『
政

治
産

業
文

化
備

後
総

合
名

鑑
』（

備
後

文
化

出
版

社
、

1959年
）、『

備
後

先
覚

者
名

鑑
』（

備
後

文
化

出
版

社
、

1960年
）。

注
）

�１
）

企
業

役
員

は
、

各
年

度
の

「
役

員
録

」
に

記
載

さ
れ

た
も

の
を

列
挙

、
調

査
年

度
は

1898、
1907、

1914、
1918、

1925、
1930、

1935、
1939。

未
調

査
年

度
に

な
さ

れ
た

就
退

任
は

未
詳

。
複

数
年

度
で

同
じ

企
業

役
員

と
し

て
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

初
出

年
度

に
追

記
し

た
。

２
）

政
治

活
動

に
つ

い
て

は
資

料
的

に
確

認
で

き
た

も
の

を
全

て
枚

挙
し

た
。

団
体

役
員

に
つ

い
て

は
、

町
村

レ
ベ

ル
団

体
の

役
員

を
列

挙
す

る
と

煩
瑣

な
た

め
、

郡
レ

ベ
ル

以
上

の
団

体
役

員
に

限
定

し
た

。
３

）
名

望
家

評
価

に
つ

い
て

、「
新

聞
」

は
『

芸
備

日
日

新
聞

』『
中

国
新

聞
』

に
お

け
る

事
績

賞
賛

記
事

が
確

認
で

き
れ

ば
「

○
」、

未
確

認
は

「
―

」
と

表
記

。「
人

物
誌

」
は

「
出

所
」

記
載

の
諸

文
献

で
事

績
賞

賛
記

事
が

確
認

で
き

れ
ば

「
○

」、
未

確
認

は
「
―

」
と

し
た

。「
判

定
」

は
、

新
聞

・
人

物
誌

と
も

に
確

認
で

き
た

場
合

に
「

○
」、

ど
ち

ら
か

１
つ

が
未

確
認

の
場

合
「

△
」、

２
つ

と
も

未
確

認
の

場
合

「
×

」
と

表
記

し
た

。
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倉
財
団
に
理
事
と
し
て
地
方
公
共
事
業
に
尽
瘁
」
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
「
君
の
家
業
の
一
端
」
で
あ
っ
て
、「
福
山
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
所

以
の
も
の
は
他
に
存
す
る
」
と
い
う
。
そ
の
「
所
以
」
と
は
、
衆
議
院

議
員
や
福
山
市
会
議
長
と
し
て
芦
田
川
改
修
事
業
に
貢
献
し
た
事
実
、

「
あ
ら
ゆ
る
権
威
あ
る
地
方
会
社
に
重
役
の
椅
子
を
有
せ
ぬ
は
稀
」
と

い
う
企
業
経
営
者
と
し
て
の
実
績
、
つ
ま
り
は
政
治
・
経
済
活
動
こ
そ

が
河
相
家
の
「
重
望
」
の
「
所
以
」
で
あ
っ
た
。
河
相
三
郎
家
は
、
石

井
家
・
信
岡
家
と
同
様
、
義
倉
を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
て
持
続
的
に

地
域
貢
献
を
す
る
家
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
ポ
イ

ン
ト
は
、「
家
業
」（
義
倉
理
事
職
）
と
は
別
の
も
の
と
し
て
、政
治
的
・

経
済
的
な
活
動
を
通
じ
て
の
名
望
調
達
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
っ
た
と
読
み

取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
、
義
倉
の
地
域
貢
献
が
な
ぜ
／
ど
の
よ
う
に
理
事
の
名

望
調
達
に
作
用
し
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
表
③
に
整
理
し
た
義
倉

の
事
業
支
出
を
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
、
事
業
内

容
の
詳
細
な
分
析
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
分
野
別
の
ウ
エ

イ
ト
が
時
期
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
ウ

エ
イ
ト
変
化
に
義
倉
理
事
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
と
い
う
論

点
に
絞
る
こ
と
で
上
述
の
課
題
に
接
近
し
た
い
。
事
業
支
出
の
分
野
別

ウ
エ
イ
ト
に
着
目
す
る
と
、一
つ
に
分
析
期
間
を
通
じ
た
「
教
育
分
野
」

へ
の
傾
斜
の
大
き
さ
、
二
つ
に
時
期
を
降
る
ほ
ど
多
様
化
す
る
事
業
内

容
、
を
大
き
な
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　

一
つ
め
の
論
点
と
し
て
、
分
析
期
間
を
通
じ
て
「
教
育
関
係
」
へ
の

支
出
が
多
い
こ
と
に
着
目
す
る
。
一
九
一
〇
年
の
九
四･

〇
％

習
会
や
農
繁
期
託
児
所
経
営
に
よ
り
「
地
方
文
化
の
上
に
貢
献
」
し
た

こ
と
、次
い
で
「
財
団
法
人
義
倉
の
理
事
と
し
て
社
会
事
業
に
つ
く
し
」

て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
こ
れ
ら
幾
多
の
功
績
に
よ
り
衆
望
は
期
せ

ず
し
て
氏
に
あ
つ
ま
り
」、芦
品
郡
農
会
長
、郡
畜
産
組
合
長
に
「
累
選
」

さ
れ
た
が
、「
そ
の
間
に
承
け
た
報
酬
は
あ
げ
て
こ
れ
を
各
団
体
事
業

費
に
寄
附
し
て
団
体
事
務
の
整
備
と
事
業
の
発
展
に
つ
く
し
」
た
、
と

さ
れ
て
い
る
。

　

信
岡
家
が
独
自
に
進
め
た
農
事
改
良
と
文
化
振
興
と
並
ん
で
、「
財

団
法
人
義
倉
の
理
事
」
と
し
て
の
功
績
が
相
ま
っ
て
「
衆
望
」
を
集
め

て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
記
事
は
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
信
岡
家
は
、「
衆

望
」
の
帰
結
と
し
て
得
た
「
報
酬
」
を
全
て
寄
附
に
回
す
こ
と
で
、
さ

ら
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
信
岡
家
の
家
経
営

に
お
け
る
義
倉
の
位
置
付
け
を
評
価
す
る
際
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

く
る
。「
報
酬
」
返
上
は
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利
得
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
可
能
だ
っ
た
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
想
定
で
あ
る
が
、
そ
の
是
非
は

第
二
章
で
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
石
井
家
の
「
余
栄
」
や
信
岡
家
の
「
衆
望
」
が
、
義
倉
を
通

じ
た
地
域
貢
献
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
は
異
な
る
パ

タ
ー
ン
で
名
望
を
得
て
い
た
の
が
、
河
相
三
郎
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四

年
に
河
相
三
郎
が
福
山
市
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た
際
の
新
聞
記
事

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る（

（2
（

。
ま
ず
河
相
三
郎
は
「
重
望
、
双
肩
に
乗
る
」

者
と
し
て
「
福
山
の
為
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人
材
」
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
重
望
」
は
義
倉
の
地
域
貢
献
と
は
別
の
活
動

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。「
父
祖
代
々
経
営
し
て
大
を
致
せ
る
義
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表③　義倉の事業支出実績

年度 事業支出
（円）

教育関係 救恤関係 勧業・インフラ関係 その他

小計 学校・
団体

学資
貸与

図書館
経営 小計 救恤・

衛生
軍事・
恤兵

救貧
事業 小計 勧業 イン

フラ 小計 神社
仏閣

小作人
保護

公益
質店

1900 1,718 14.8 14.8 ― ― 31.6 0.1 31.5 ― 46.3 37.0 9.4 7.2 7.2 ― ―
1901 1,186 21.1 21.1 ― ― 6.4 0.6 5.8 ― 63.6 61.1 2.4 8.9 8.9 ― ―
1902 1,441 67.1 57.6 9.4 ― 19.6 10.9 8.7 ― 11.3 10.4 0.9 2.1 2.1 ― ―
1903 2,429 33.2 10.5 22.6 ― 39.2 39.2 ― ― 27.3 26.6 0.7 0.3 0.3 ― ―
1904 3,696 24.2 6.2 18.0 ― 70.9 1.0 69.9 ― 4.1 4.1 0.1 0.8 0.8 ― ―
1905 4,702 25.5 7.9 17.6 ― 68.1 0.9 67.2 ― 3.7 3.5 0.2 2.6 2.6 ― ―
1906 2,247 64.6 24.8 39.8 ― 21.3 6.5 14.8 ― 10.0 9.2 0.8 4.2 2.4 1.8 ―
1907 4,382 27.7 11.6 16.1 ― 62.1 2.3 59.8 ― 8.3 7.6 0.7 1.9 1.1 0.8 ―
1908 4,336 75.0 52.9 22.1 ― 12.8 2.7 10.1 ― 10.7 6.9 3.8 1.5 0.5 1.0 ―
1909 6,620 89.3 9.5 14.3 65.4 2.3 2.3 ― ― 6.9 4.8 2.1 1.5 1.5 ― ―
1910 11,582 94.0 12.4 11.8 69.8 1.5 1.5 ― ― 1.5 1.4 0.2 2.9 2.9 ― ―
1911 4,566 84.7 31.8 27.0 25.8 2.1 2.1 ― ― 7.9 2.8 5.1 5.3 5.3 ― ―
1912 6,118 49.2 12.7 13.3 23.1 37.6 37.6 ― ― 2.7 2.7 ― 10.6 3.9 6.7 ―
1913 4,029 71.1 20.4 14.2 36.5 7.9 7.9 ― ― 9.1 5.3 3.7 11.9 1.7 10.2 ―
1914 4,541 71.4 26.1 11.5 33.7 12.9 3.2 ― 9.6 5.3 2.3 3.0 10.5 1.3 9.1 ―
1915 4,528 71.8 18.0 21.7 32.0 9.2 1.5 ― 7.7 6.6 5.0 1.5 12.4 5.1 7.4 ―
1916 4,144 64.9 9.7 18.2 37.0 16.3 10.9 ― 5.4 5.8 3.9 1.8 13.0 4.8 8.2 ―
1917 4,320 74.4 26.7 11.8 35.9 5.2 2.5 ― 2.7 5.1 4.5 0.6 15.2 6.9 8.3 ―
1918 11,080 29.8 9.4 4.9 15.5 58.0 47.8 ― 10.1 3.2 3.2 ― 9.1 5.6 3.5 ―
1919 15,178 38.2 16.3 6.9 15.0 47.2 36.8 ― 10.4 3.7 2.6 1.1 10.9 1.8 9.1 ―
1920 11,220 63.9 23.1 16.7 24.1 25.3 16.0 ― 9.4 3.2 2.2 1.0 7.6 1.2 6.4 ―
1921 22,111 38.0 14.1 10.1 13.8 8.3 1.8 ― 6.5 3.7 2.3 1.4 50.1 4.8 ― 45.2 
1922 10,018 72.8 17.4 24.0 31.4 6.3 1.1 ― 5.2 3.8 3.4 0.4 17.2 0.8 16.4 ―
1923 11,439 68.4 13.2 28.9 26.2 25.8 21.3 ― 4.5 2.8 1.5 1.3 3.0 0.3 2.7 ―
1924 14,865 87.3 31.4 22.3 33.6 4.4 1.0 ― 3.3 3.7 3.7 ― 4.7 2.4 2.3 ―
1925 12,971 83.5 16.8 24.7 41.9 12.2 3.1 ― 9.1 4.3 3.6 0.7 0.1 0.1 ― ―
1926 14,475 74.7 19.6 22.0 33.1 18.7 4.3 ― 14.4 5.8 3.9 1.9 0.8 0.8 ― ―
1927 13,430 78.1 11.9 26.3 39.9 16.4 0.1 ― 16.2 5.2 4.2 1.0 0.3 0.3 ― ―
1928 17,781 55.5 8.0 20.6 26.9 14.0 1.7 ― 12.3 10.3 9.8 0.6 20.1 0.3 19.9 ―
1929 14,226 74.5 15.3 27.4 31.8 20.4 2.8 ― 17.6 3.3 3.1 0.2 1.8 1.8 ― ―
1930 14,892 75.4 5.4 32.9 37.1 2.2 0.8 1.3 ― 4.5 3.4 1.1 17.9 3.7 0.8 13.4 
1931 20,966 45.7 4.6 17.1 24.0 51.7 33.9 0.5 17.4 1.4 1.3 0.1 1.2 0.1 1.0 ―
1932 16,399 54.2 5.5 16.6 32.1 44.2 31.0 0.7 12.5 1.0 0.5 0.4 0.7 0.7 ― ―
1933 12,430 76.6 20.3 11.3 45.0 21.8 1.8 1.6 18.4 0.8 0.8 ― 0.7 0.7 ― ―
1934 11,970 68.4 9.5 12.5 46.4 29.7 7.8 1.0 21.0 0.7 0.4 0.3 1.2 1.2 ― ―
1935 11,779 72.0 16.5 7.6 47.8 25.0 0.6 ― 24.4 2.4 0.7 1.7 0.7 0.7 ― ―
1936 15,089 54.7 9.6 7.6 37.6 22.7 1.5 1.7 19.6 22.1 2.1 20.1 0.4 0.4 ― ―
1937 18,379 41.2 4.8 8.2 28.2 57.7 2.1 39.3 16.3 0.8 0.5 0.3 0.3 0.3 ― ―
1938 17,316 36.1 2.3 6.1 27.7 62.5 18.6 26.8 17.0 0.3 ― 0.3 1.2 1.2 ― ―
1939 11,436 52.4 4.8 6.6 40.9 43.7 0.0 10.6 33.0 3.5 2.7 0.7 0.5 0.5 ― ―
1940 14,073 50.6 7.1 4.7 38.8 46.7 0.5 18.3 28.0 2.6 1.8 0.8 0.1 0.1 ― ―
1941 24,513 33.2 3.4 3.8 25.9 36.8 13.3 23.5 ― 28.8 20.4 8.4 1.2 1.2 ― ―
1942 20,348 37.8 9.0 3.9 24.9 36.4 16.6 19.8 ― 5.1 ― 5.1 20.6 20.6 ― ―
1943 27,965 32.5 2.8 4.6 25.1 49.2 33.4 15.7 ― 0.5 0.5 ― 17.9 17.9 ― ―
1944 23,781 39.9 6.7 7.3 25.9 25.0 16.0 9.0 ― 35.1 33.0 2.1 ― ― ― ―
1945 25,245 22.4 1.3 5.6 15.5 63.2 11.2 52.0 ― 14.4 14.3 0.2 ― ― ― ―

出所）各年度「公益事業補助出金勘定」、「公益事業補助出金内訳帳」（義倉文書）。

注）事業内容の小分類は「内訳帳」に即している。「インフラ」は原文書では「道路・橋梁」。
　　大分類は小分類を性格が近いもので筆者がまとめたものである。

（%）
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実
績
が
あ
り
、そ
れ
ら
は
全
て
義
倉
の
所
有
地
が
あ
る
町
村
だ
っ
た
が
、

戸
手
村
の
二
〇
〇
円
は
最
高
額
で
、
次
点
は
一
〇
〇
円
の
事
例
が
一
三

件
あ
っ
た（

（2
（

。
そ
の
中
か
ら
、
予
算
総
額
が
分
か
る
坪
生
村
へ
の
寄
附
と

の
比
較
を
通
じ
て
、
戸
手
村
へ
の
寄
附
を
位
置
付
け
て
み
た
い（

（2
（

。

　

義
倉
は
坪
生
村
に
六･

七
町
の
土
地
を
所
有
し
、
地
価
は
二
九
八
三

円
、
村
全
体
に
占
め
る
割
合
は
面
積
ベ
ー
ス
で
八･

五
％
、
地
価
ベ
ー

ス
で
四･

九
％
だ
っ
た
。
坪
生
村
の
小
学
校
新
築
総
予
算
は
二
六
〇
〇

円
で
、
義
倉
は
そ
の
内
の
三･

八
％
相
当
を
寄
附
し
た
。
翻
っ
て
戸
手

村
は
、
義
倉
所
有
地
二･

四
町
、
地
価
一
三
三
六
円
で
、
そ
れ
は
戸
手

村
の
全
耕
地
に
対
し
て
、面
積
ベ
ー
ス
一･

四
％
、地
価
ベ
ー
ス
二･

六
％

に
過
ぎ
な
い
が
、
小
学
校
予
算
に
対
す
る
義
倉
の
寄
附
金
の
割
合
は
四

･

七
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
義
倉
か
ら
見
た
村
別
の
土
地
所
有
の
多

寡
の
面
で
も
、
村
側
か
ら
見
た
義
倉
の
土
地
所
有
の
割
合
の
面
で
も
、

戸
手
村
は
坪
生
村
よ
り
低
い
位
置
に
あ
っ
た
が
、
絶
対
額
で
も
予
算
総

額
に
占
め
る
割
合
の
面
で
も
、
戸
手
村
は
坪
生
村
よ
り
手
厚
い
寄
附
を

受
け
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
信
岡
家
自
身
は
、
戸
手
村
小
学
校
増
改
築
費
に
寄
附
を
し

て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
一
九
一
〇
年
三
月
一
二
日
付
で
「
義
倉

創
立
者
所
在
地
ナ
ル
ニ
付
特
別
」
に
二
〇
〇
円
を
寄
附
す
る
の
で
領
収

書
を
発
行
す
る
よ
う
、「
義
倉
常
務
理
事
・
信
岡
仁
三
郎
」
の
名
義
で

戸
手
村
長
に
書
状
を
出
し
た
と
信
岡
家
は
記
録
し
て
い
る（

（2
（

。
一
方
で
、

信
岡
家
文
書
に
は
、
義
倉
が
他
村
の
小
学
校
に
寄
附
し
た
事
実
は
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
領
収
書
発
行
依
頼
状
に
つ
い
て
は
義
倉
文
書
に
記

述
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
史
料
の
残
り
方
は
、
戸
手
村
へ
の
義
倉
の
手

（
一
〇
八
八
七
円
）
を
最
高
と
し
て
、
五
〇
％
以
上
が
投
入
さ
れ
た
年

次
は
二
八
回
を
数
え
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
地
域
社
会
の
資
金
需

要
と
義
倉
の
意
図
的
な
資
金
投
入
の
両
面
か
ら
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
資
金
の
需
要
に
つ
い
て
、
日
露
戦

後
の
義
務
教
育
年
限
延
長
に
よ
り
起
き
た
小
学
校
増
改
築
問
題
と
、
義

倉
と
理
事
家
の
対
応
を
取
り
上
げ
る
。
一
九
〇
七
年
の
小
学
校
令
改
正

に
よ
る
義
務
教
育
年
限
の
延
長
は
小
学
校
児
童
の
増
大
に
よ
る
校
舎
の

収
容
不
足
を
招
き
、
そ
の
増
改
築
が
町
村
レ
ベ
ル
で
財
政
問
題
と
な
っ

た
。
そ
の
財
源
は
①
村
税
、
②
寄
附
金
、
③
公
借
金
で
あ
る
た
め
、
町

村
負
担
の
重
さ
（
①
＋
③
）
は
、
②
寄
附
金
の
多
寡
と
③
公
借
金
金
利

の
高
低
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

　

一
九
一
〇
年
、
芦
品
郡
戸
手
村
、
こ
れ
は
常
務
理
事
信
岡
家
の
居
村

で
あ
り
、
義
倉
の
所
有
地
も
あ
っ
た
村
で
あ
る
が
、
そ
の
村
が
「
尋
常

小
学
校
校
舎
増
築
及
敷
地
ヲ
今
回
買
入
」
す
る
経
費
と
し
て
、
予
算

四
二
九
〇
円
の
内
に
「
相
当
ノ
御
寄
附
」
と
「
公
借
」
の
引
き
受
け
を
、

寄
附
金
額
、
公
借
金
額
、
金
利
の
い
ず
れ
も
記
さ
ず
に
義
倉
に
「
懇
願
」

し
て
き
た
。
義
倉
は
「
創
立
者
ノ
一
人
所
在
地
」
で
あ
る
の
で
「
特
別

ノ
処
置
」
と
し
て
二
〇
〇
円
の
寄
附
を
決
定
（
②
）、
さ
ら
に
二
七
五
〇

円
を「
公
借
金
」と
し
て
年
利
七･

五
％
三
年
賦
で
引
き
受
け
た（
③
）。

つ
ま
り
戸
手
村
は
、
総
予
算
の
六
八･

八
％
（
②
四･

七
％
、
③
六
四･

一
％
）
に
あ
た
る
二
九
五
〇
円
を
義
倉
か
ら
調
達
で
き
た
。

　

ま
ず
、
義
倉
の
寄
附
金
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
義
倉
は
大
地
主
と
し

て
多
く
の
町
村
に
土
地
を
所
有
し
て
い
た
。
戸
手
村
に
限
ら
ず
、
小
学

校
増
改
築
が
な
さ
れ
た
一
九
〇
八
～
一
〇
年
に
か
け
て
、
多
数
の
寄
附
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最
大
の
要
因
は
一
九
〇
九
年
に
始
ま
る
義
倉
図
書
館
の
設
立
と
そ
の
経

営
で
あ
る
。
分
析
期
間
中
、
全
事
業
を
通
じ
て
最
多
額
の
延
べ

一
五
五
二
五
二
円
が
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
事
業
費
総
支

出
の
二
九･

二
％
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
図
書
館
事
業
を
主
導
し
た
の
は
、
当
時
の
専
務
理
事
・
石
井

英
太
郎
で
あ
っ
た
。
信
岡
家
の
設
立
準
備
覚
書
に
よ
れ
ば
、「
本
春
以
来

書
籍
ハ
続
々
買
入
為
シ
」
て
、
山
口
、
大
阪
、
京
都
、
岡
山
、
広
島
な

ど
他
都
市
の
図
書
館
を
視
察
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
此
設
置
ニ
付

テ
ハ
、
石
井
専
務
理
事
尤
担
任
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
。
初
代
館
長
は
倉
田

準
五
郎
、
彼
は
初
期
議
会
に
お
い
て
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
、
後
に
福

山
の
企
業
役
員
を
歴
任
し
た
が
、
実
は
石
井
英
太
郎
の
実
弟
で
倉
田
家

に
養
子
に
入
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ（

（2
（

。
さ
ら
に
、
義
倉
図
書
館
の
設

立
時
の
蔵
書
数
一
五
〇
〇
〇
冊
の
内
、
約
七
割
に
あ
た
る
一
一
〇
〇
〇

冊
は
、
福
山
中
学
校
（
誠
之
館
）
附
属
の
書
籍
館
か
ら
県
知
事
の
許
可

を
得
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
つ
ま
り
、
事
業
計
画
の
面

で
も
、
設
立
時
の
蔵
書
集
積
や
人
員
配
置
の
面
で
も
、
義
倉
図
書
館
を

リ
ー
ド
し
て
い
た
の
は
石
井
英
太
郎
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
義
倉
は
教
育
を
重
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理

由
は
、
最
大
の
出
資
者
か
つ
最
長
の
専
務
理
事
の
職
に
あ
っ
た
石
井
英

太
郎
自
身
が
、
近
代
教
育
制
度
を
地
域
レ
ベ
ル
で
推
進
し
て
い
た
こ
と

に
よ
る
。
英
太
郎
が
福
山
の
啓
蒙
思
想
家
・
窪
田
次
郎
の
「
力
説
す
る

普
通
教
育
に
共
鳴
」
し
て
「
私
費
を
投
じ
て
」
啓
蒙
所
を
設
立
し
て
そ

れ
が
深
津
小
学
校
の
前
身
と
な
っ
て
い
た
こ
と（

（3
（

、
福
山
中
学
校
（
誠
之

館
）
の
初
代
校
長
で
あ
っ
た
こ
と
（
表
②
）
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に

厚
い
寄
附
を
実
現
し
た
の
が
自
身
の
功
績
で
あ
る
と
、
信
岡
家
が
考
え

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

つ
い
で
、公
借
金
に
つ
い
て
は
、ま
ず
金
利
の
高
低
が
問
題
と
な
る
。

戸
手
村
公
借
金
の
金
利
七･

五
％
は
、
優
遇
さ
れ
た
金
利
だ
っ
た
。
こ

れ
は
他
村
へ
の
義
倉
の
公
借
金
と
比
べ
て
一･

五
％
ポ
イ
ン
ト
低
か
っ

た
。
例
え
ば
、
深
安
郡
春
日
村
に
一
五
〇
〇
円
三
年
賦
年
利
九
％
、
倉

光
村
外
四
ヶ
村
組
合
に
も
、
四
五
〇
〇
円
三
年
賦
九
％
で
義
倉
は
公
借

金
を
引
き
受
け
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
い
ず
れ
も
村
側
か
ら
金

額
と
金
利
が
提
案
さ
れ
、
義
倉
と
の
交
渉
を
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
た
。

戸
手
村
の
公
借
金
は
金
額
・
金
利
と
も
に
借
り
手
側
の
提
案
が
な
く
、

そ
れ
が
義
倉
と
戸
手
村
の
間
で
協
議
さ
れ
た
記
録
も
な
い
。
寄
附
金
額

も
利
率
も
義
倉
理
事
会
が
一
方
的
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

戸
手
村
は
、
義
倉
か
ら
低
利
金
融
を
受
け
る
こ
と
で
、
他
村
に
比
べ
て

村
民
負
担
を
安
上
が
り
に
繰
り
延
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
よ
り
、第
一
に
、信
岡
家
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
家
経
営
に
と
っ

て
支
出
増
と
な
る
居
村
小
学
校
へ
の
寄
附
を
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
義

倉
か
ら
手
厚
い
寄
附
金
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を

実
現
で
き
た
。
村
側
か
ら
見
れ
ば
、
信
岡
家
の
お
か
げ
で
義
倉
か
ら
小

学
校
増
改
築
資
金
に
多
め
の
寄
附
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
に
、

公
借
金
の
借
入
経
緯
を
見
る
と
、
戸
手
村
は
自
村
民
の
負
担
総
額
を
抑

え
つ
つ
有
利
な
資
金
調
達
に
成
功
し
、
そ
こ
で
の
交
渉
コ
ス
ト
を
負
担

し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
戸
手
村
は
他
村
に
比
べ
て
優
位
か
つ
容
易

な
資
金
調
達
に
、
信
岡
家
の
お
か
げ
で
成
功
し
た
。

　

さ
て
、
教
育
へ
の
傾
斜
は
義
倉
の
意
図
的
な
資
金
投
入
に
も
よ
る
。
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こ
と
を
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。
義
倉
で
は
、
理
事
家
の
居
村
や
義
倉
の

所
有
地
が
あ
る
町
村
で
コ
レ
ラ
や
赤
痢
な
ど
の
流
行
病
や
、
水
火
災
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
患
者
・
被
災
者
の
内
の
「
極
赤
貧

者
」
に
対
し
て
、
町
村
役
場
を
通
じ
て
「
見
舞
金
」
や
「
救
助
費
」
な

ど
の
名
目
で
少
額
の
寄
附
を
し
て
い
た
。
表
③
の
「
救
恤
・
衛
生
」
に

集
計
さ
れ
た
事
業
支
出
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
一
九
〇
九
年
に
は
深
津
村

（
石
井
家
居
村
）
と
戸
手
村
で
赤
痢
が
発
生
、
そ
の
患
者
の
内
「
極
貧

困
患
家
」
二
二
戸
に
〆
五
三
円
が
寄
附
さ
れ
た（

（3
（

。

　

町
村
の
保
護
対
象
に
義
倉
が
追
加
的
に
救
恤
す
る
の
が
こ
の
事
業
の

基
本
線
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
救
恤
を
必
要
と
す
る
者
が
行
政
の
保

護
下
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
九
一
〇
年
代
以
後
の
米
価
高
騰
は
、

こ
の
問
題
を
よ
り
深
刻
な
も
の
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
義
倉
の
理

事
家
に
貧
困
問
題
へ
の
対
応
を
迫
っ
た
。
一
九
一
二
年
一
一
月
、
信
岡

家
は
戸
手
村
居
住
で
「
若
年
頃
ヨ
リ
出
入
者
」
だ
っ
た
ミ
ト
な
る
老
女

が
「
極
赤
貧
ナ
ル
モ
之
ヲ
養
育
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
戸
籍
向
ニ
ハ
相
続
人

ア
ル
ニ
付
官
ノ
救
助
」
も
な
く
、「
見
テ
居
ル
訳
ニ
至
ラ
ズ
」
と
し
て

一
日
米
三
合
を
現
物
で
支
給
す
る
こ
と
に
し
た（

（3
（

。
信
岡
家
は
翌
月
、
義

倉
理
事
会
で
発
議
し
、「
応
分
ノ
救
助
」
と
し
て
五
円
を
救
恤
金
と
し

て
ミ
ト
に
寄
附
し
た（

（3
（

。
さ
ら
に
一
九
一
三
年
の
一
月
、
信
岡
家
の
発
議

に
よ
り
、
義
倉
は
「
極
困
窮
者
へ
対
シ
救
恤
金
交
付
ス
ル
」
こ
と
を
事

業
地
域
（
深
安
・
沼
隈
・
芦
品
）
の
三
郡
長
に
交
渉
し
、
各
郡
の
戸
数

比
に
応
じ
て〈
郡
役
所
→
町
村
役
場
→「
極
困
窮
者
」〉の
ル
ー
ト
で「
救

恤
支
給
」す
る
こ
と
を
決
定
し
た（

（3
（

。
そ
の
後
、二
月
に
全
戸
数
の
約
一
％

に
あ
た
る
四
九
五
戸
を
対
象
と
し
て
二
〇
〇
〇
円
が
寄
附
さ
れ
た
（
表

物
語
る
。
石
井
家
自
身
の
地
域
貢
献
へ
の
関
わ
り
方
が
義
倉
の
事
業
支

出
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
八
年
に
信
岡
家
は
義
倉
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
講
演
し
た
中
で
、「
既
に
困
窮
に
陥
り
た
る
者
を
救
ふ
よ

り
は
寧
ろ
困
窮
に
陥
入
ら
ざ
る
方
法
を
講
ぜ
ん
こ
と
に
勉
め
、
専
ら
教

育
事
業
に
力
を
尽
く
し
て
居
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
分
析
期
間
を
一
貫
し
た
「
教
育
関
係
」
へ
の
事
業

支
出
の
傾
斜
は
、
教
育
に
関
す
る
地
域
社
会
の
資
金
需
要
に
応
え
る
こ

と
で
理
事
連
中
の
名
望
調
達
を
狙
っ
た
側
面
、
義
倉
理
事
家
が
教
育
へ

の
選
択
的
な
資
金
供
給
に
よ
り
「
防
貧
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
側
面
、

こ
の
両
面
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

二
つ
目
の
論
点
と
し
て
事
業
内
容
の
多
様
化
を
論
ず
る
。
表
③
に
よ

れ
ば
時
期
を
降
る
ほ
ど
事
業
支
出
総
額
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
、

事
業
内
容
が
多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
、
一
九
一
四
年
か
ら
の
救

貧
事
業
、
一
九
二
一
年
の
公
益
質
店
の
開
業
資
金
の
支
出
な
ど
、
教
育

分
野
以
外
へ
の
事
業
支
出
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
、
事
業
多
様
化
の

特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
事
業
支
出
の
増
加
分
が
新
事
業
の
導
入
に
充

て
ら
れ
る
こ
と
は
自
明
で
は
な
い
。
増
加
分
を
既
存
の
事
業
に
投
入
す

る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
事
業
内
容
の
多
様

化
を
求
め
る
地
域
社
会
の
側
の
事
情
と
、
義
倉
理
事
家
の
判
断
が
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
救
貧
事
業
と
公
益
質
店
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
多
様
化
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
救
貧
事
業
に
つ
い
て
そ
の
導
入
過
程
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ

こ
で
は
、
理
事
家
の
拠
点
や
義
倉
の
所
有
地
の
あ
る
町
村
の
み
を
対
象

と
し
た
救
恤
か
ら
、
地
域
全
体
を
対
象
と
し
た
救
恤
に
拡
大
し
て
い
く
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よ
り
質
店
側
が
得
る
べ
き
利
得
を
、
質
入
者
側
に
譲
っ
て
い
た（

（4
（

。
こ
れ

は
全
国
的
に
み
て
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
以
上
、
公
益
質

店
は
専
務
理
事
・
石
井
英
太
郎
の
主
導
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
そ
こ
で
は

下
級
民
が
対
象
と
さ
れ
、
流
質
に
お
け
る
利
益
返
還
制
度
な
ど
の
珍
し

い
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
事
業
多
角
化
の
意
義
を
ま
と
め
る
。
そ
れ

は
、
義
倉
理
事
家
あ
る
い
は
義
倉
の
土
地
所
有
と
は
無
関
係
な
地
域
・

人
び
と
に
義
倉
資
金
が
供
給
さ
れ
、
か
つ
彼
ら
に
義
倉
か
ら
の
寄
附
金

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
救
貧
事
業
に
即
せ
ば
、

一
九
一
八
年
に
は
芦
品
郡
国
府
村
、
こ
れ
は
義
倉
理
事
家
の
拠
点
で
も

な
く
、義
倉
の
土
地
所
有
も
な
か
っ
た
村
だ
が
、そ
の
村
役
場
か
ら
「
御

指
示
之
趣
」
に
よ
り
救
恤
の
対
象
者
だ
け
で
な
く
「
夫
々
組
長
ヲ
立
会

セ
シ
メ
」
て
支
給
し
た
と
い
う
礼
状
が
提
出
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
公
益
質
店

に
つ
い
て
も
、例
え
ば
一
九
四
三
年
度
の
貸
出
口
数
一
四
一
〇
件
の
内
、

そ
の
職
業
は
「
労
働
者
」
二
七
三
件
が
最
多
、
つ
い
で
「
小
商
人
」
が

二
六
九
件
と
い
う
よ
う
に
、
都
市
部
の
下
層
民
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て

い
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

そ
の
よ
う
に
事
業
支
出
を
変
容
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、

貧
困
問
題
が
社
会
不
安
、
治
安
の
悪
化
と
し
て
義
倉
理
事
家
に
認
識
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
八
年
の
米
騒
動
の
と
き
、
信
岡

家
は
「
米
価
問
題
ニ
付
未
曾
有
ノ
騒
乱
爆
発
」
し
、
戸
手
村
の
隣
村
で

あ
る
「
新
市
ニ
モ
騒
擾
」
を
受
け
て
、
独
自
に
救
恤
米
の
放
出
を
決
定

し（
（4
（

、
河
相
三
郎
家
は
福
山
市
街
地
で
経
営
す
る
醤
油
店
に
「
群
衆
」
が

押
し
寄
せ
、「
値
下
ケ
ノ
談
判
」を
さ
れ
た（

（4
（

。
農
村
部
で
も
都
市
部
で
も
、

③
で
は
一
九
一
二
年
度
「
救
恤
・
衛
生
」
項
目
に
計
上（

（3
（

）。
以
後
、

一
九
一
四
年
か
ら
実
態
調
査
を
伴
う
「
救
貧
事
業
」
が
独
立
し
た
事
業

費
目
と
し
て
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

次
に
、
公
益
質
店
の
導
入
を
検
討
す
る（

（3
（

。
一
九
二
一
年
七
月
、
専
務

理
事
・
石
井
英
太
郎
を
「
主
任
」
と
し
て
一
万
円
を
投
じ
て
公
益
質
店

が
設
立
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
の
目
的
は
「
貧
者
ニ
対
シ
防
貧
ノ
趣
旨
ヲ
以
テ
少

額
低
利
ノ
金
融
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（4
（

。
同
年
度
は
公
益
事
業

補
助
出
金
勘
定
の
繰
越
金
を
使
い
例
年
の
二
倍
を
支
出
し
た
。
そ
の
一

方
で
他
事
業
は
削
減
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
神
職
講
習
会
に
対
し
て

「
当
財
団
ニ
於
て
も
時
勢
の
進
展
上
新
た
に
補
助
支
出
を
要
す
る
事
業

も
多
く
旧
来
の
も
の
は
相
当
時
機
に
打
切
る
必
要
も
有
之
候
」
と
し
て

寄
附
の
打
切
を
英
太
郎
は
通
告
し
て
い
た（

（4
（

。
石
井
英
太
郎
は
、「
旧
来
」

の
事
業
資
金
を
、「
時
勢
の
進
展
」
に
適
合
す
る
公
益
質
店
に
振
り
向

け
た
の
で
あ
る
。

　

義
倉
公
益
質
店
の
特
徴
と
そ
の
意
義
は
、
次
の
①
～
③
に
整
理
さ
れ

る
。
①
利
用
者
の
居
住
地
域
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
（
福
山
市
・
深
安

郡
、
芦
品
郡
、
沼
隈
郡
）。
こ
れ
は
他
の
事
業
の
対
象
地
域
と
一
致
し

て
お
り
、
他
の
事
業
と
相
ま
っ
て
、
地
域
内
で
の
義
倉
の
役
割
の
幅
を

広
げ
る
も
の
だ
っ
た
。
②
貸
出
金
額
を
低
く
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
設
立
時
は
一
口
五
円
、
後
に
一
九
二
四
年
か
ら
二
〇
円
に
上
限
が

変
更
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
も
そ
も
上
限
の
設
定
自
体
が
一
般
の
質
屋
と

は
異
な
る
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
安
価
な
質
草
し
か
調
達
で
き
な
い
階

層
の
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
③
流
質
の
際
に
利
益
が
出
た
場
合
は

債
務
者
に
返
金
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
の
清
算
に
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第
一
に
、
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利
得
を
理
事
連
中
の
家
計
の
中
に
位

置
付
け
、
そ
れ
が
彼
ら
の
家
経
営
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
の
か
、
検
討
す
る
。
論
点
を
先
取
り
す
れ
ば
、
義
倉
の
利
益

分
配
は
、
米
の
配
当
、
理
事
報
酬
と
併
せ
て
、
義
倉
の
担
い
手
の
家
計

を
強
く
支
え
て
い
た
。

　

経
営
文
書
が
残
る
信
岡
家
を
事
例
と
し
て
そ
れ
を
論
証
す
る
。
そ
の

推
計
結
果
を
示
し
た
の
が
、
表
④
で
あ
る
。
信
岡
家
の
義
倉
資
本
金
へ

の
出
資
割
合
は
二
〇
％
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
、「
利
益
分
配
」
の
二
〇
％

を
義
倉
か
ら
信
岡
家
は
受
け
取
っ
て
い
た
。「
報
酬
米
」
こ
れ
は
「
創

業
者
功
徳
ノ
報
酬
」
と
い
う
名
目
で
、
資
本
金
の
出
資
割
合
に
応
じ
て

義
倉
か
ら
分
配
さ
れ
る
米
穀
で
あ
り
、
近
世
期
か
ら
の
慣
行
に
よ
る
も

の
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
〇
％
に
相
当
す
る
米
二
〇
石
、
さ
ら
に
義

倉
理
事
の
給
与
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
信
岡
家
の
経
営
の
内
実
と
年
間
収

支
は
、
一
九
一
〇
～
三
九
年
の
う
ち
、
二
〇
年
分
が
判
明
す
る
。
こ
の

二
〇
年
分
の
信
岡
家
の
収
入
に
対
す
る
、義
倉
の
貢
献
度
を
推
計
し
た
。

信
岡
家
の
年
間
収
入
は
平
均
二
八
八
三
八
円
、
そ
の
う
ち
義
倉
か
ら
の

利
得
は
平
均
三
五
九
〇
円
（
以
上
は
名
目
値
、
物
価
変
動
は
考
慮
外
）、

信
岡
家
の
収
入
の
一
二･

四
％
を
義
倉
か
ら
の
利
得
が
占
め
て
い
た（
最

低
九･

二
％（
一
九
一
三
年
度
）、最
高
一
六･

八
％（
一
九
三
七
年
度
））。

信
岡
家
家
計
の
義
倉
へ
の
依
存
度
は
年
度
に
よ
り
差
異
が
あ
る
が
、
や

や
若
干
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
信
岡
家
が
赤
字
だ
っ
た
の
は

七
回
（
△
印
）（
一
九
二
二
、二
四
、二
五
、三
一
、三
三
、三
六
、三
九
年
）、

義
倉
か
ら
の
利
得
が
年
間
収
支
差
引
を
上
回
っ
た
年
度
（
★
印
）
は
四

回
（
一
九
二
〇
、三
〇
、三
七
、三
九
）
あ
っ
た
。
後
者
は
、義
倉
が
あ
っ

義
倉
理
事
家
は
、
米
騒
動
に
よ
り
、
よ
り
社
会
政
策
的
な
事
業
を
拡
充

す
る
動
機
を
与
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
業
多
角
化
は
、
そ
の
よ
う

な
動
機
の
具
体
的
現
れ
で
あ
っ
た
。

　

本
章
の
議
論
を
ま
と
め
る
。
義
倉
の
理
事
職
は
、
一
九
〇
〇
～

一
九
四
五
年
の
分
析
期
間
を
通
じ
て
家
産
を
維
持
し
た
家
、
衰
退
し
た

家
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
が
、
石
井
・
信
岡
・
河
相
三
郎
家
の
三
家
は
、

彼
ら
が
「
家
業
」
と
し
て
義
倉
に
関
わ
っ
た
が
故
に
名
望
を
得
て
い
た

様
子
が
う
か
が
え
た
。
実
際
、
義
倉
の
事
業
支
出
を
見
る
と
、
理
事
家

の
地
元
を
優
遇
し
た
り
、
自
ら
の
理
想
と
す
る
事
業
を
実
現
し
た
り
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
義
倉
が
役
立
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
特
徴

は
分
析
期
間
を
通
じ
て
不
変
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
救
貧
事
業
や

公
益
質
店
の
導
入
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
義
倉
理
事
家
や
義
倉
の
土
地

所
有
と
は
無
関
係
な
階
層
を
対
象
と
し
た
事
業
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
社
会
政
策
的
な
事
業
を
拡
大
す
る
動
機
が
名
望
家
た
る
理
事
職
に

与
え
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

第
二
章　

財
団
法
人
義
倉
理
事
の
家
永
続

　

本
章
で
は
、
義
倉
理
事
連
中
の
家
永
続
に
お
い
て
義
倉
が
果
た
し
た

役
割
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
し
て
く
。
ま
ず
、
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利

得
が
理
事
連
中
の
家
計
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
貢
献
を
し
て
い
た
の
か

を
推
計
し
、
つ
い
で
義
倉
が
理
事
連
中
の
家
永
続
を
保
障
す
る
た
め
に

と
っ
た
方
策
を
実
証
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
彼
ら
の
家
永
続
と
名
望

家
と
し
て
の
地
位
の
維
持
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
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表④　信岡家家計と義倉からの利得（推計）

年 ※1 利益分配
（a）

報酬米（円）
（b） ※2

理事報酬
（c）

義倉からの利得〆
（d）=（a）+（b）+（c）

家計収入〆
（e）

「依存率」（％）
（f）=（d）/（e）×100

収支差引
（g）

1900 630 218 120 968 
1901 614 216 120 950 
1902 643 260 120 1,022 
1903 510 248 120 878 
1904 753 239 120 1,112 
1905 848 263 120 1,231 
1906 1,028 275 150 1,453 
1907 1,285 309 200 1,794 
1908 1,069 273 200 1,542 
1909 1,023 248 200 1,471 
1910 1,024 274 200 1,497 12,774 11.7 3,904 
1911 1,333 317 200 1,850 15,630 11.8 5,722 
1912 1,615 420 400 2,434 18,639 13.1 6,009 
1913 1,656 382 320 2,359 25,511 9.2 10,298 
1914 1,030 266 320 1,616 
1915 890 234 320 1,444 
1916 1,124 264 1,387 16,872 8.2 3,374 
1917 1,920 401 2,320 26,847 8.6 8,419 
1918 2,566 656 800 4,022 33,289 12.1 13,024 
1919 3,937 904 800 5,641 48,515 11.6 26,453 

★1920 3,447 728 800 4,976 40,771 12.2 4,824 
1921 2,794 675 800 4,269 37,581 11.4 5,283 

△1922 2,409 600 800 3,809 31,184 12.2 -3,018 
1923 2,263 636 800 3,698 34,003 10.9 5,909 

△1924 2,424 723 800 3,947 37,663 10.5 -3,067 
△1925 2,976 669 800 4,444 38,705 11.5 -2,360 

1926 3,140 714 800 4,654 
1927 2,910 638 800 4,348 
1928 2,480 521 800 3,801 
1929 2,292 590 800 3,682 

★1930 1,940 403 800 3,143 28,767 10.9 584 
△1931 1,700 342 800 2,842 29,133 9.8 -21,794 

1932 1,720 361 800 2,881 24,663 11.7 4,178 
△1933 1,810 393 800 3,003 23,901 12.6 -8,527 

1934 2,140 494 800 3,434 
1935 2,340 522 800 3,662 

△1936 2,544 570 800 3,914 25,116 15.6 -774 
★1937 2,800 592 800 4,192 24,904 16.8 4,128 
△1938 3,156 628 800 4,584 28,407 16.1 -2,259 
★1939 2,674 982 800 4,456 31,566 14.1 4,236 

1940 2,974 605 800 4,379 
1941 3,560 830 800 5,190 
1942 3,350 829 800 4,979 
1943 3,526 911 800 5,237 
1944 3,440 921 800 5,161 
1945 2,520 1120 800 4,440 

出所）�各年度「義倉勘定帳」（義倉文書）、信岡家の家計収支は、棚橋久美子「地主制衰退期における地主経営の
動向―広島県芦品郡信岡家を事例として―」（『内海文化研究紀要』17、1989年）、表１より。原文書は 
各年度「仕訳帳」（信岡家文書）。

注）１）�年度数値のマークは、「△」が信岡家の家計収支が赤字だった年次を、「★」は義倉からの利得（ｄ）が
収支差引（黒字額、表の（ｇ））を上回った年次を示す。

　　２）報酬米は、信岡家が毎年受領する20石を、義倉の小作料換金水準で円建て評価した。
　　３）空欄は、該当データが存在しない。
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に
、
各
家
の
所
得
全
体
は
過
少
に
表
示

さ
れ
、
そ
こ
で
は
義
倉
の
利
益
分
配
も

過
少
に
計
上
さ
れ
る
。
ま
た
、
計
算
を

単
純
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
理
事

報
酬
と
報
酬
米
は
考
慮
外
に
置
い
て
い

る
た
め
、「
義
倉
か
ら
の
利
得
」
は
さ

ら
に
過
少
評
価
さ
れ
る
。
先
の
信
岡
家

の
推
計
か
ら
は
精
度
に
お
い
て
劣
っ
て

お
り
年
次
別
の
変
化
も
分
か
ら
な
い

が
、
そ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を

断
っ
た
上
で
検
討
を
進
め
る
。

　

石
井
英
太
郎
・
河
相
三
郎
・
神
野
利

右
衛
門
の
「
所
得
全
部
」
に
対
す
る
義

倉
か
ら
の
「
利
益
分
配
」
金
の
実
際
額

を
「
依
存
率
」
と
見
立
て
る
と
、
そ
れ

ら
は
石
井
家
五
四･

七
％
、
河
相
三
郎

家
一
四･

三
％
、
神
野
家
一
三
五･

五
％

と
算
出
さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
「
依
存

率
」の
高
低
に
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
が
、

こ
れ
は
各
家
所
得
の
大
小
と
、
出
資
比

率
の
違
い
に
よ
る
利
益
分
配
金
の
多
少

に
よ
る
。
こ
こ
か
ら
、
義
倉
か
ら
の
利

益
分
配
に
は
、
家
に
よ
り
異
な
る
位
置

付
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
故
に
赤
字
を
回
避
し
た
の
で
あ
り
、
信
岡
家
は
、
第
一
次
大
戦
後
恐

慌
、
昭
和
恐
慌
な
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
、
義
倉
か
ら
の
利
得
に
よ
っ
て
緩

衝
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

義
倉
か
ら
の
経
済
的
利
得
の
意
義
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
危
機
の
回

避
に
示
さ
れ
て
い
る
。
も
し
義
倉
か
ら
の
利
得
が
な
け
れ
ば
過
半
の
年

度
が
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
そ
れ
は
家
永
続
に
と
っ
て

無
視
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
翻
っ
て
、
信
岡
家
は
農

会
長
な
ど
の
報
酬
を
各
団
体
に
寄
附
し
て
い
た
こ
と
で
社
会
的
評
価
を

よ
り
高
め
て
い
た
が
、「
報
酬
」
返
上
は
、
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利
得

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

他
の
理
事
家
に
つ
い
て
、
義
倉
か
ら
の
利
益
分
配
に
客
観
的
な
位
置

付
け
を
与
え
る
た
め
、
一
九
一
七
年
の
所
得
税
調
査
資
料
か
ら
石
井
英

太
郎
、
河
相
三
郎
、
神
野
利
右
衛
門
の
個
人
所
得
情
報
を
整
理
し
た
の

が
、
表
⑤
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
所
得
総
額
と
義
倉
の
利
益
分
配
の
金

額
を
比
べ
て
み
た
い
。
こ
の
資
料
で
信
岡
家
の
所
得
情
報
が
分
か
れ
ば

比
較
の
正
確
さ
が
保
た
れ
る
の
だ
が
原
資
料
が
福
山
市
・
沼
隈
郡
・
深

安
郡
の
み
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
芦
品
郡
戸
手
村
を
居
村
と
す
る
信
岡

家
の
情
報
は
得
ら
れ
ず
、
河
相
一
郎
家
は
福
山
市
東
町
に
拠
点
が
あ
っ

た
が
（
当
時
の
当
主
・
直
吉
も
含
め
て
）
資
料
に
名
前
が
見
え
な
い
。

ま
た
、「
所
得
税
調
査
資
料
」
は
家
計
レ
ベ
ル
で
見
た
時
、
株
式
配
当

所
得
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
所
得
の
源
泉
に
つ
い
て
は
土
地
や
俸

給
な
ど
の
分
類
が
あ
る
の
み
で
、
個
別
の
収
入
源
に
つ
い
て
は
分
か
ら

な
い
。
な
お
、
義
倉
の
利
益
分
配
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
は
「
情
実
ニ

ヨ
リ
特
ニ
酌
量
」
し
て
三
分
の
二
を
課
税
対
象
と
し
て
い
た（

（4
（

。
要
す
る

表⑤　義倉理事家の所得に占める義倉の利益分配（推計）（1916年度）

所得全部
（a）

利益分配
（b）

「依存率」
=（b）/（a）×100家№　　氏名 土地 工業 俸給 その他

（Ａ）石井英太郎 2,880 0 2,372 5 5,257 2,875 54.7 
（Ｃ）神野利右衛門 0 0 1,416 0 1,416 1,919 135.5 
（Ｄ）河相三郎 2,126 2,020 2,251 313 6,710 959 14.3 
出所）1917年「福山税務署管内所得金高下調」（渋谷隆一編『都道府県別資産家地主総覧』
　　　（広島県、日本図書センター、1998年）、1916年度「義倉勘定帳」（義倉文書）。
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の
対
応
策
と
そ
の
帰
結
を
で
き
う
る
限
り
具
体
的
に
実
証
す
る
。

Ⅰ
（
Ａ
）
石
井
英
太
郎
家
の
事
例

　

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
石
井
家
は
そ
の
社
会
的
評
価
の
高
さ
と

は
裏
腹
に
、
家
産
を
減
ら
し
て
お
り
家
経
営
は
安
定
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
、「
石
井
家
財
政
整
理
」
の
た
め
、
義
倉
は

石
井
家
居
村
の
深
津
村
田
地
一
〇
町
余
を
五
四
四
〇
一
円
で
買
い
取
っ

た
。
こ
の
価
格
は
、
土
地
の
年
間
純
益
を
二
一
六
四
円
と
見
積
も
り
、

利
回
り
は
三･

九
％
で
算
出
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
一
九
一
九
年
の
田
地
の
一

般
利
回
り
は
七･

九
％
で
あ
っ
た
の
で（

（5
（

、
一
般
利
回
り
で
価
格
を
推
定

す
る
と
二
七
三
九
二
円
に
な
り
、
取
引
額
と
の
差
額
は
二
七
〇
〇
九
円

と
な
る
。
つ
ま
り
義
倉
は
、
利
回
り
の
面
か
ら
見
る
限
り
、
相
場
の
約

二
倍
の
価
格
で
石
井
家
か
ら
土
地
を
買
い
取
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
義

倉
と
石
井
家
の
土
地
取
引
に
は
、「
十
ヶ
年
間
本
金
（
元
価
ノ
コ
ト
）

同
家
〔
石
井
家
〕
へ
買
戻
シ
約
」
と
い
う
特
約
が
付
さ
れ
て
い
た
。
取

引
成
立
か
ら
一
〇
年
間
は
、
取
引
時
の
「
元
価
」
で
義
倉
か
ら
土
地
を

買
い
戻
せ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
特
約
に
よ
り
、
石
井
家
は
家

政
再
建
を
目
指
し
、
一
九
二
六
年
ま
で
の
八
年
間
を
か
け
て
、
六
町
歩

程
度
の
「
元
価
」
買
戻
を
実
現
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
残
額
一
九
四
七
七

円
（
三･

六
町
歩
分
）
に
つ
い
て
、
石
井
家
か
ら
「
都
合
ニ
ヨ
リ
、
今

回
時
価
反
当
六
百
七
拾
円
ニ
引
直
シ
、
永
久
買
受
」
が
申
請
さ
れ
、

二
四
一
六
六
円
で
再
契
約
す
る
こ
と
を
、
義
倉
は
了
承
し
た（

（5
（

。

一
九
一
八
年
の
特
約
取
引
当
初
の
簿
価
は「
反
当
五
百
四
拾
円
」で
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
八
年
間
で
地
価
は
二
四
％
上
昇
し
た
こ
と
に
な
る
。
当

　

低
い
方
か
ら
具
体
的
に
述
べ
る
と
、河
相
家
は「
依
存
率
」一
四･

三
％

だ
っ
た
。
河
相
家
は
自
家
所
有
分
土
地
か
ら
の
所
得
二
一
二
六
円
、
工

業
か
ら
の
所
得
二
二
五
一
円
も
あ
り
、
む
し
ろ
家
計
の
重
点
は
こ
ち
ら

に
あ
っ
た
の
で
、
義
倉
か
ら
の
利
益
分
配
の
割
合
の
低
さ
は
理
解
し
や

す
い
。
石
井
家
は
五
四･

七
％
と
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
石
井

家
は
義
倉
理
事
の
う
ち
の
最
大
出
資
者
と
し
て
利
益
分
配
の
三
〇
％
を

取
得
し
て
い
た
た
め
分
配
額
が
最
多
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
既

に
家
産
を
減
じ
て
い
た
（
表
②
）。
こ
れ
ら
に
よ
り
「
依
存
率
」
が
河

相
家
よ
り
高
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
神
野
家
は
一
三
五･

五
％
と
異
常

に
高
い
水
準
だ
が
、
神
野
家
の
場
合
、
土
地
所
得
、
工
業
所
得
は
計
上

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
俸
給
」
と
し
て
一
四
一
六
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
土
地
所
有
も
全
く
な
く
、
企
業
役
員
に
も
就
業
し
て
い
な

い
（
表
②
）。
神
野
家
は
義
倉
か
ら
の
利
益
分
配
だ
け
で
生
活
し
、
か

つ
そ
れ
が
控
除
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
〇
〇
％
超
の
数
値
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
一
方
、
神
野
家
の
所
得
水
準
は
福
山
市
全
体
で
上
位

一
〇
％
階
級
に
入
る（

（4
（

。
以
上
よ
り
、
神
野
家
は
企
業
経
営
も
せ
ず
家
産

を
持
た
な
く
て
も
、
義
倉
か
ら
の
利
益
分
配
だ
け
で
富
裕
者
と
呼
び
う

る
水
準
の
所
得
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
第
二
に
、
理
事
家
の
家
永
続
の
危
機
と
、
そ
れ
へ
の
義
倉
の

対
応
を
取
り
上
げ
る
。
実
は
、
第
一
章
で
分
析
対
象
と
し
て
設
定
し
た

五
家
の
内
、
信
岡
家
を
除
く
四
家
が
何
ら
か
の
形
で
義
倉
か
ら
保
護
を

受
け
て
い
た
。
彼
ら
の
家
永
続
の
危
機
は
、
そ
の
程
度
や
背
景
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
。
以
下
、（
Ａ
）
石
井
家
、（
Ｃ
）
神
野
家
、（
Ｄ
）
河
相

三
郎
家
、（
Ｅ
）
河
相
一
郎
家
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
即
し
て
、
義
倉
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の
と
こ
ろ
、
債
権
者
へ
の
損
害
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
立
ち

至
っ
た
た
め
、
義
倉
に
対
し
て
利
右
衛
門
は
一
九
〇
二
年
に
「
家
政
上

都
合
ニ
ヨ
リ
理
事
辞
職
候
」
と
い
う
辞
表
を
提
出
し
、
認
め
ら
れ
た（

（5
（

。

　

負
債
の
背
景
は
不
明
だ
が
、
そ
の
内
実
の
第
一
は
、
信
用
貸
、
つ
ま

り
個
人
的
な
信
用
を
背
景
に
、
担
保
を
付
け
ず
に
他
家
か
ら
受
け
た
融

資
で
あ
っ
た
。
破
産
後
に
「
相
当
ノ
財
産
家
ト
信
シ
」
て
い
た
と
信
岡

家
が
述
べ
た
よ
う
に
、
神
野
家
の
信
用
不
安
は
周
囲
に
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た（

（5
（

。
そ
の
た
め
信
岡
家
は
、「
平
素
懇
意
セ
シ
ト
義
倉
ノ
同
僚
」

で
あ
っ
た
ゆ
え
に
一
五
〇
〇
円
の
信
用
貸
を
し
て
い
た
。
そ
の
内
実
の

第
二
は
、
金
融
機
関
を
相
手
と
す
る
有
担
保
の
債
務
で
あ
っ
た
。
こ
の

場
合
も
、不
良
債
権
化
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
こ
で
重
視
す
べ
き
は
、
当
時
の
破
産
制
度
で
は
所
有
資
産
の
範
囲
内

で
の
債
務
弁
済
を
し
て
も
、
債
権
者
は
債
務
者
に
対
し
、
そ
の
債
務
履

行
を
無
限
に
請
求
で
き
る
こ
と
で
あ
る（

（5
（

。

　

実
際
、
神
野
家
の
資
産
競
売
後
の
一
九
〇
二
年
九
月
三
〇
日
に
は
、

義
倉
と
松
永
銀
行
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た（

（5
（

。
神

野
家
は
塩
田
を
抵
当
と
し
て
義
倉
か
ら
三
五
〇
〇
円
を
借
り
て
い
た
。

義
倉
は
こ
の
塩
田
に
一
番
抵
当
の
登
記
を
し
て
い
た
。
さ
ら
に
松
永
銀

行
に
も
神
野
家
は
同
じ
塩
田
を
二
番
抵
当
と
し
て
借
金
を
し
て
い
た
。

神
野
家
破
産
に
よ
り
、
義
倉
と
松
永
銀
行
は
、
同
じ
土
地
を
差
し
押
さ

え
て
債
権
を
回
収
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
当
然
、
義

倉
に
債
権
回
収
の
優
先
権
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
松
永
銀
行
は
「
抵
当
物

件
価
格
底
落
、
巨
額
ノ
損
金
」
と
な
っ
て
お
り
、「
物
件
ヲ
松
永
銀
行

へ
引
受
修
繕
」
し
て
売
却
す
る
こ
と
で
債
権
回
収
を
し
た
い
と
義
倉
に

初
の
特
約
簿
価
と
再
契
約
時
価
の
差
分
、
四
六
八
九
円
が
石
井
家
に
支

払
わ
れ
た
。

　

以
上
よ
り
石
井
家
は
、
一
九
一
八
年
の
特
約
の
時
点
で
相
場
の
二
倍

の
価
格
で
一
〇
町
歩
も
の
土
地
を
義
倉
に
売
り
払
い
、
事
後
八
年
間
の

地
価
上
昇
分
含
み
益
を
義
倉
か
ら
譲
り
受
け
る
格
好
で
、
約
六･

四
町

の
土
地
の
土
地
買
戻
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
残
り
の
三･

六
町
に
つ

い
て
も
、地
価
上
昇
分
を
再
計
算
す
る
こ
と
で
、新
た
な
利
益
を
得
た
。

　

一
九
三
二
年
に
は
、
石
井
家
は
深
津
村
の
田
四
町
余
を
二
四
五
七
二

円
で
義
倉
に
「
家
政
整
理
ノ
為
メ
買
入
レ
方
申
出
」
で
て
売
却
し
（
買

戻
特
約
な
し
）、
さ
ら
に
二
三
〇
〇
〇
円
を
「
十
ヶ
年
間
無
利
子
年
賦
」

の
条
件
で
義
倉
か
ら
借
り
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
度
重
な
る
資
産
売
買

と
融
資
に
つ
い
て
義
倉
は
、「
仝
家
〔
石
井
家
〕
ハ
本
財
団
創
立
第
一

ノ
篤
キ
関
係
ア
ル
」
の
で
「
特
別
ノ
詮
議
ヲ
以
テ
」
や
る
と
記
し
て
い

る
が
、
こ
の
「
特
別
」
な
救
助
に
よ
り
、
石
井
家
は
永
続
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

Ⅱ
（
Ｃ
）
神
野
利
右
衛
門
家
の
事
例

　

一
九
〇
一
年
一
〇
月
、
神
野
家
は
負
債
二
三
万
円
を
抱
え
て
破
産
し

た（
（5
（

。
負
債
の
多
さ
に
加
え
て
神
野
家
は
福
山
地
方
で
企
業
役
員
を
多
く

兼
任
し
て
い
た
た
め
（
表
②
）、「
地
方
の
経
済
界
に
大
打
撃
を
与
え
た
」

と
い
う
。
破
産
者
は
所
有
資
産
を
競
売
に
か
け
て
現
金
を
得
て
債
務
履

行
す
る
義
務
が
あ
る
。
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、神
野
家
の
資
産
競
売
後
、

「
一
万
余
円
」
が
債
権
者
に
分
配
さ
れ
た（

（5
（

。
債
務
二
三
万
円
の
内
一
万

円
が
返
済
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
四
％
に
相
当
し
、
九
割
以
上
は
、
当
面
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を
す
る
た
め
に
一
九
〇
三
年
か
ら
「
拾
年
無
利
息
年
賦
」
で
一
年

三
〇
〇
円
を
義
倉
に
返
済
、
②
そ
の
た
め
「
報
酬
米
金
」
は
「
貸
金
抵

当
」
と
し
て
義
倉
が
差
し
押
さ
え
、「
残
米
金
は
神
野
利
右
衛
門
生
計

費
ト
シ
テ
」
支
給
、
③
一
九
〇
三
年
か
ら
一
〇
年
間
、
家
産
を
再
建
す

る
た
め
に
「
趣
法
金
」
と
し
て
年
一
〇
〇
円
を
支
給
し
、
義
倉
で
積
立

利
殖
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
義
倉
は
、
一
〇
年
計
画
で
債
権
回
収
と
神
野
家
の
家
政

再
建
を
企
画
し
た
。
義
倉
が
「
報
酬
米
金
」
を
差
し
押
さ
え
た
り
、
家

産
の
元
手
と
な
る
「
趣
法
金
」
を
神
野
家
に
手
渡
さ
な
か
っ
た
り
し
た

の
は
、
他
の
債
権
者
が
担
保
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
の
を
避
け
る
た
め

だ
ろ
う
。
従
前
通
り
に
支
給
す
れ
ば
、
そ
の
途
端
に
債
権
者
は
差
し
押

さ
え
が
可
能
で
、
神
野
家
は
生
活
す
ら
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
計
画
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
義
倉
か
ら
の
「
報

酬
米
金
」
が
、
年
賦
返
済
金
を
差
し
引
い
て
も
な
お
、
神
野
家
の
生
活

費
を
捻
出
で
き
る
レ
ベ
ル
と
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
報
酬
米

金
は
義
倉
の
債
権
回
収
と
理
事
家
の
永
続
を
両
立
す
る
た
め
の
安
全
弁

に
な
っ
て
い
た
。

　

神
野
家
の
債
務
整
理
と
家
政
再
建
計
画
は
、
義
倉
の
目
論
見
に
も
か

か
わ
ら
ず
か
な
り
難
航
し
た
。
実
際
、
先
の
三
五
〇
〇
円
と
は
別
口
の

債
務
と
し
て
三
〇
〇
円
を
「
五
ヶ
年
賦
」
で
返
済
し
て
い
た
の
を
、

一
九
〇
六
年
か
ら
「
無
利
息
、
拾
ヶ
年
賦
」
に
繰
り
延
べ
た（

（6
（

。
一
九
〇
三

年
を
起
点
と
し
た
一
〇
年
計
画
か
ら
一
二
年
後
の
一
九
一
四
年
、
信
岡

家
は
「
歳
月
ヲ
経
過
シ
タ
ル
今
日
ニ
至
リ
同
氏
〔
神
野
家
〕
回
復
ニ
至

ラ
ザ
リ
シ
」
と
こ
ろ
、
神
野
家
の
依
頼
を
受
け
て
信
用
貸
の
「
残
金
ハ

「
嘆
訴
」
し
た
。

　

義
倉
は
「
如
何
ニ
モ
気
之
毒
」
だ
し
、「
法
律
上
」
未
回
収
の
「
利

子
ハ
徴
収
難
成
点
モ
有
之
」
と
し
て
、
神
野
家
へ
の
債
権
を
次
の
よ
う

に
処
理
す
る
こ
と
で
、
松
永
銀
行
の
債
権
回
収
を
実
現
し
た
。
元
金

三
五
〇
〇
円
、
利
子
五
二
五
円
、
債
権
全
体
を
四
〇
二
五
円
と
見
立
て
、

こ
の
内
約
九
％
に
あ
た
る
三
六
七･

五
円
を
「
勘
弁
引
」、
さ
ら
に
神
野

家
か
ら
一
五
七･

五
円
「
三
十
四
年
度
利
子
金
半
額
取
立
」
て
、
当
初

元
金
に
あ
た
る
三
五
〇
〇
円
を
こ
の
時
点
で
の
義
倉
の
債
権
と
し
、
別

に
処
理
し
て
債
務
履
行
と
見
な
す
。義
倉
は
塩
田
へ
の
抵
当
権
を
解
除
、

松
永
銀
行
が
二
番
抵
当
の
権
利
を
行
使
し
て
債
権
回
収
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
つ
ま
り
、
義
倉
は
債
権
の
一
部
を
放
棄
す
る
こ
と
で
法
的
に
は

不
可
能
だ
っ
た
は
ず
の
松
永
銀
行
の
債
権
回
収
を
助
け
た
。

　

た
だ
し
義
倉
は
、
神
野
家
へ
の
三
五
〇
〇
円
の
債
権
を
全
て
放
棄
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
債
権
回
収
は
破
産
後
も
法
的
に

保
証
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
全
て
放
棄
す
れ
ば
義

倉
の
経
営
自
体
に
ダ
メ
ー
ジ
を
残
す
。
さ
ら
に
義
倉
が
多
額
の
債
権
放

棄
を
容
易
に
認
め
れ
ば
、
義
倉
の
社
会
的
信
用
も
落
と
す
。
そ
の
一
方

で
債
権
回
収
を
強
行
す
れ
ば
、
神
野
家
は
離
散
す
る
ほ
か
な
い
。

　

義
倉
は
、
債
権
回
収
と
神
野
家
の
家
永
続
と
い
う
二
つ
の
難
題
を
、

同
時
に
ク
リ
ア
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
義
倉
が
注
目
し

た
の
が
、
義
倉
か
ら
各
家
に
毎
年
支
給
さ
れ
て
い
た
「
報
酬
米
金
」
で

あ
っ
た
。
先
の
三
五
〇
〇
円
の
残
債
回
収
に
あ
た
り
、
義
倉
は
神
野
家

に
次
の
よ
う
な
「
貸
金
処
分
及
仕
向
金
」
の
計
画
を
認
め
さ
せ
た（

（6
（

。
そ

の
計
画
と
は
、
①
「
最
近
之
利
息
ヲ
勘
弁
」
し
て
三
〇
〇
〇
円
の
回
収
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を
「
懇
願
」、
と
い
う
も
の
だ
っ
た（

（6
（

。
本
件
は
、
河
相
三
郎
本
人
を
除

く
理
事
の
合
議
の
上
、「
委
細
河
相
三
郎
ヨ
リ
差
出
シ
候
書
面
ノ
通
」

と
し
て
義
倉
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
義
倉
か
ら

の
複
数
の
債
務
を
繰
上
返
済
と
抵
当
流
れ
で
解
消
し
た
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、
河
相
家
が
「
懇
願
」
し
た
抵
当
流
れ
の
②
案

と
③
案
の
評
価
で
あ
り
、そ
れ
が
ど
ち
ら
に
と
っ
て
有
利
だ
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
河
相
家
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
債
務
解
消
の
在
り
方
だ
っ

た
。
②
案
は
、
福
山
銀
行
株
の
資
産
価
値
が
問
題
と
な
る
。
義
倉
の
資

産
評
価
帳
簿
で
あ
る
「
財
産
帳
」
に
よ
れ
ば
、
福
山
銀
行
の
株
価
は
、

一
九
〇
一
年
二
五
円
、
〇
二
年
二
〇
円
、
〇
三
年
一
五
円
で
あ
り
、
三

年
で
四
割
下
落
し
て
い
る（

（6
（

。
さ
ら
に
一
九
〇
二
年
に
福
山
銀
行
は
業
績

不
振
で
減
資
処
分
、
一
九
〇
三
年
の
上
半
期
は
無
配
当
と
な
っ
て
い

る（
（6
（

。
河
相
家
の
申
し
出
の
時
点
で
、
株
価
は
さ
ら
に
下
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
し
、
時
価
並
に
一
五
円
で
引
き
受
け
て
も
一
九
五
〇
円
相
当

で
債
務
額
に
は
満
た
な
い
。
③
案
に
つ
い
て
も
、
福
山
銀
行
株
の
含
み

損
を
義
倉
に
付
け
替
え
る
意
味
を
持
つ
。
福
山
貯
蓄
銀
行
の
株
価
評
価

は
分
か
ら
な
い
が
、②
案
と
同
様
、義
倉
に
損
失
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
故
に
河
相
家
は
「
懇
願
」
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
③
案
で
は
通

常
の
現
金
貸
借
で
は
な
く
、
軍
事
公
債
の
借
り
受
け
で
あ
っ
た
こ
と
も

大
事
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
軍
事
公
債
は
額
面
通
り
の
償
還
が
保
証
さ
れ

た
安
全
資
産
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
企
業
株
式
は
企
業
経
営
の
成
否
に

よ
っ
て
資
産
評
価
が
大
き
く
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
③
案
の
本

質
は
、
安
全
資
産
（
軍
事
公
債
）
と
リ
ス
ク
資
産
（
株
式
）
の
交
換
、

当
方
ノ
損
失
ニ
決
シ
テ
証
書
返
却
シ
タ
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る（

（6
（

。
神

野
家
の
家
産
は
、
破
産
前
の
水
準
ま
で
「
回
復
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、神
野
家
は
一
九
一
六
年
に
義
倉
理
事
に
復
職
し
た（

（6
（

。
以
後
、

利
右
衛
門
は
、死
去
前
年
の
一
九
三
五
年
ま
で
理
事
職
を
勤
め
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
全
て
の
債
務
は
一
九
一
六
年
ま
で
に
完
済
な
い
し
放
棄
が

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し
債
務
が
残
っ
て
い
れ
ば
収
入
（
理
事
報

酬
の
受
取
）
が
発
生
し
た
時
点
で
、
そ
れ
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
は
ず

だ
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
神
野
家

の
家
永
続
は
実
現
し
て
い
る
か
ら
、
一
〇
年
計
画
の
目
的
は
一
定
の
成

果
を
上
げ
た
と
評
価
で
き
る
。

Ⅲ
（
Ｄ
）
河
相
三
郎
家
の
事
例

　

河
相
三
郎
は
一
九
〇
三
年
五
月
一
八
日
、「
小
生
義
、
両
三
年
来
失

敗
ヲ
重
ネ
家
政
上
困
難
ヲ
相
極
メ
」
て
お
り
、「
家
政
整
理
致
シ
居
候

場
合
」
な
の
で
、
義
倉
か
ら
の
債
務
四
口
（
二
七
〇
〇
円
、
一
〇
〇
〇

円
、
二
〇
〇
〇
円
、
〆
三
契
約
の
借
金
、
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
円
分
軍
事

公
債
の
貸
与
）
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
処
理
し
て
欲
し
い
と
義
倉
に
依

頼
し
た
。①
二
七
〇
〇
円
と
一
〇
〇
〇
円
の
債
務
〆
三
七
〇
〇
円
を「
現

金
ニ
テ
返
金
ス
ル
コ
ト
」（
＝
繰
上
返
済
に
よ
る
支
払
利
子
の
節
約
）、

②
二
〇
〇
〇
円
の
債
務
は
福
山
銀
行
株
一
三
〇
株
を
一
株
あ
た
り
一
五

円
で
「
担
保
ヲ
其
侭
御
引
受
」
を
「
懇
願
」
す
る
（
＝
抵
当
流
れ
）、

③
軍
事
公
債
一
〇
〇
〇
円
は
、福
山
銀
行
株
三
〇
株
を
一
株
一
五
円
で
、

福
山
貯
蓄
銀
行
株
九
〇
株
を
一
株
五
円
で
、「
担
保
ヲ
其
侭
御
引
受
」
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の
三
点
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
、
実
際
に
採
用
さ
れ
た
の
が
義
倉
案
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
検
討
課
題
と
な
る
。

　

河
相
一
郎
家
の
原
案
と
義
倉
の
再
提
案
を
比
較
す
る
と
、
一
郎
の
原

案
で
は
総
返
済
額
二
〇
一
九
円
、
年
間
返
済
額
四
〇
四
円
、
五
年
返
済
、

補
助
金
六
〇
〇
円
、
こ
れ
を
仮
に
五
年
で
受
け
取
る
と
す
る
と
年

一
二
〇
円
に
な
り
、
差
し
引
く
と
一
年
の
実
質
負
担
は
二
八
四
円
と
な

る
。
補
助
金
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
実
質
的
な
総
負
担
額
は
一
四
一
九

円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
義
倉
の
再
提
案
は
、
繰
上
返
済
分
も
含
め

た
総
返
済
額
一
九
八
五
円
、
年
間
返
済
額
二
五
五
円
、
七
年
返
済
で
あ

る
。
義
倉
案
の
方
が
、
総
負
担
額
は
重
い
が
一
年
あ
た
り
の
負
担
は
軽

く
、
返
済
年
限
も
長
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
リ
ス
ク
負
担
の
面
で
評
価
す
れ
ば
、
無
担
保
で
よ
り
長
期
の

返
済
と
な
る
こ
と
は
、
よ
り
大
き
な
貸
し
倒
れ
リ
ス
ク
を
義
倉
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、河
相
一
郎
家
の
負
担
感
の
面
で
言
え
ば
、

義
倉
案
は
、
総
負
担
額
は
大
き
く
な
る
も
の
の
、
よ
り
緩
や
か
な
返
済

計
画
で
あ
る
。
子
弟
二
名
の
教
育
費
負
担
が
河
相
一
郎
家
の
家
計
を
圧

迫
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
れ
が
即
時
に
解
消
で
き
る
見
込

み
は
薄
い
。
こ
の
よ
う
に
、貸
倒
れ
リ
ス
ク
の
増
大
と
引
き
替
え
つ
つ
、

よ
り
現
実
的
な
債
務
解
消
計
画
を
河
相
一
郎
家
に
義
倉
は
提
案
し
、
実

行
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
河
相
一
郎
は
そ
の
後
、
返
済
中
の
一
九
〇
七
年
に
「
追
々
老

朽
、
常
務
之
任
ヲ
尽
ス
能
ハ
」
な
い
と
し
て
常
務
理
事
を
辞
任（

（7
（

、
翌
年

死
去
し
た
。
一
郎
の
息
子
、
河
相
直
吉
は
、
直
ち
に
「
義
倉
ニ
於
ケ
ル

義
務
権
利
私
ニ
於
テ
相
続
」
す
る
旨
を
義
倉
に
連
絡
し
、
了
承
さ
れ

義
倉
に
損
失
リ
ス
ク
を
肩
代
わ
り
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
「
懇
願
」
を
義
倉
は
「
書
面
ノ
通
」
に
受
け
入
れ
た
。
一
九
〇
三

年
に
は
「
損
金
」
と
し
て
一
五
六
〇
円
が
「
河
相
三
郎
ヨ
リ
買
取
之
分
」

と
し
て
帳
簿
に
計
上
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
「
損
金
」
を
融
通
四
口
の
総

額
六
七
〇
〇
円
に
対
す
る
損
失
と
見
れ
ば
、
義
倉
は
、
債
権
の
二
三
％

を
損
失
と
す
る
こ
と
で
、
河
相
家
の
「
家
政
整
理
」
を
実
現
し
た
こ
と

に
な
る
。

Ⅳ
河
相
一
郎
家
の
事
例

　
（
Ｅ
）
河
相
一
郎
家
は
、
法
人
化
以
前
よ
り
義
倉
か
ら
家
政
再
建
の

保
護
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
家
計
に
余
裕
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

子
弟
二
名
が
東
京
に
進
学
し
た
こ
と
に
よ
る
費
用
負
担
や
一
郎
が
経
営

し
て
い
た
材
木
商
社
の
不
振
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が（

（6
（

、
一
九
〇
三
年

に
は
次
の
よ
う
な
「
懇
願
」
を
義
倉
に
出
し
た（

（6
（

。
す
な
わ
ち
「
予
テ
家

政
不
如
意
」
の
た
め
「
只
管
負
債
」
が
増
え
、「
家
計
上
倍
々
困
難
ヲ

極
メ
」
て
い
る
。
義
倉
か
ら
の
借
用
金
一
七
〇
〇
円
は
無
担
保
の
た
め

「
規
則
上
不
相
済
」
た
め
、
な
ん
と
か
し
て
返
済
し
た
い
。
そ
こ
で
五

年
間
、
金
利
を
年
七
％
に
引
下
げ
（
従
前
の
利
率
は
不
明
）、
さ
ら
に

六
年
間
義
倉
か
ら
年
一
〇
〇
円
の
「
御
補
助
」
を
得
た
い
、
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
義
倉
は
石
井
家
と
信
岡
家
が
協
議
し
て
、
河
相
一

郎
家
の
債
務
一
七
〇
〇
円
の
内
、
二
〇
〇
円
を
繰
上
返
済
さ
せ
、
残
金

一
五
〇
〇
円
と
し
て
年
利
を
五
％
に
引
下
げ
、
七
年
間
で
皆
済
さ
せ
る

こ
と
を
提
案
し
、
実
行
さ
れ
た
。
河
相
一
郎
家
か
ら
の
家
政
再
建
案
と

義
倉
の
提
案
が
、
補
助
金
の
有
無
、
年
利
の
高
低
、
返
済
年
限
の
長
短
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に
石
井
英
太
郎
家
の
場
合
、
複
数
回
に
わ
た
る
土
地
取
引
と
無
利
子
融

資
に
よ
り
家
産
の
減
少
を
食
い
止
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
石
井
家
の
名

望
家
と
し
て
の
名
声
は
、
義
倉
な
く
し
て
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
義
倉

よ
り
も
政
治
経
済
活
動
で
名
望
調
達
し
た
河
相
三
郎
に
せ
よ
、
家
経
営

の
一
割
程
度
は
義
倉
か
ら
の
利
得
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
し
、
経

営
危
機
に
際
し
て
は
義
倉
の
救
助
を
受
け
て
い
る
。
家
永
続
な
く
し
て

政
治
経
済
活
動
の
持
続
は
不
可
能
な
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
調
達
さ
れ
た

名
望
も
ま
た
、「
家
業
」
と
し
て
義
倉
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
実

現
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
義
倉
の
保
護
を
受
け
つ
つ
も
、
家
産
を
失
い
、
家
名
の
維
持

の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
た
事
例
の
評
価
は
、次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

神
野
家
の
破
産
は
、
義
倉
が
関
与
し
な
か
っ
た
場
合
、
地
域
経
済
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
義
倉
が
神
野
家
を
永
続
さ
せ

た
こ
と
で
、
松
永
銀
行
や
信
岡
家
な
ど
の
債
権
者
は
、
部
分
的
に
で
も

そ
の
債
権
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
河
相
一
郎
家
の
場
合
も
、
債

務
と
分
配
金
の
相
殺
、
有
価
証
券
の
管
理
を
通
じ
て
、
家
永
続
を
実
現

し
た
の
は
義
倉
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
神
野
家
・
河
相
一
郎
家
と
も
に
、

家
産
は
回
復
し
な
か
っ
た
が
、
後
に
理
事
職
に
復
帰
し
た
。
つ
ま
り
、

負
債
整
理
に
決
着
を
付
け
、
義
倉
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
再
開
で
き
た

の
で
あ
る
。　

　

本
章
を
小
括
す
る
。
理
事
家
は
義
倉
か
ら
俸
給
と
利
益
分
配
を
通
じ

て
経
済
的
利
得
を
得
て
い
た
。
利
益
分
配
は
出
資
比
率
に
応
じ
た
も
の

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
多
寡
や
家
計
へ
の
貢
献
度
は
自
ず
か
ら
差
異
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
済
的
利
得
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
理
事
家

た（
（7
（

。
し
か
し
、
直
吉
は
こ
の
と
き
学
生
で
家
産
管
理
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
河
相
一
郎
名
義
だ
っ
た
有
価
証
券
を
義
倉
は
預
か
り
、

一
九
一
五
年
に
返
却
し
た
。
つ
ま
り
義
倉
は
、
河
相
一
郎
の
遺
産
管
理

に
よ
り
直
吉
が
成
人
す
る
ま
で
の
家
経
営
を
補
助
し
て
い
た
。

　

問
題
は
、
相
続
の
一
九
〇
八
年
時
点
で
は
、
先
の
返
済
計
画
の
六
年

目
の
途
中
で
、
お
そ
ら
く
は
二
年
分
の
約
五
〇
〇
円
の
残
債
が
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。「
義
倉
ニ
於
ケ
ル
義
務
権
利
」
と
は
、
一
郎
の
債
務
を

弁
済
す
る
義
務
で
あ
り
、
義
倉
の
利
益
分
配
を
受
け
取
る
権
利
で
あ
っ

た
。
義
倉
か
ら
債
務
弁
済
の
催
促
を
受
け
た
直
吉
は
、「
分
配
金
ヲ
以

テ
御
引
去
」、
つ
ま
り
債
務
と
分
配
金
を
相
殺
し
て
「
不
足
之
節
ハ
御

報
ヲ
得
次
第
御
送
金
」
し
「
剰
余
有
之
候
得
者
御
預
リ
置
キ
候
」
と
回

答
し
、
認
め
ら
れ
た（

（7
（

。
一
九
〇
八
年
度
の
河
相
直
吉
へ
の
分
配
金
は

五
三
四
円
だ
っ
た
の
で
、
残
債
と
分
配
金
は
同
水
準
で
あ
っ
た
ろ
う
か

ら
、
直
吉
の
相
殺
案
は
妥
当
な
申
し
出
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、（
Ｅ
）
河
相
一
郎
の
債
務
返
済
計
画
は
、
義
倉
に
よ
っ

て
よ
り
現
実
的
で
緩
や
か
な
も
の
に
修
正
さ
れ
、
そ
の
家
を
継
い
だ
直

吉
の
資
産
管
理
を
義
倉
は
助
け
、
最
終
的
に
は
義
倉
と
の
権
利
義
務
を

相
殺
し
て
貸
借
関
係
は
解
消
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
河
相
直
吉
は

一
九
三
七
年
に
理
事
に
選
出
さ
れ
、終
戦
時
ま
で
理
事
職
に
あ
っ
た（
表

②
）。
直
吉
の
理
事
職
復
帰
は
、
義
倉
が
同
家
の
永
続
を
長
期
に
わ
た

り
支
え
続
け
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
義
倉
か
ら
の
経
済
的
利
得
と
は
別
に
、
理
事
家
は

そ
の
家
永
続
の
危
機
に
お
い
て
義
倉
か
ら
相
当
に
手
厚
い
保
護
を
受
け

い
た
。
そ
れ
が
彼
ら
の
家
永
続
を
実
現
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
特
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の
か
を
論
じ
た
。
彼
ら
は
「
家
業
」
と
し
て
義
倉
の
意
思
決
定
を
担
い
、

そ
こ
で
地
域
社
会
の
資
金
需
要
の
特
徴
を
義
倉
の
事
業
支
出
に
反
映
さ

せ
た
。
石
井
家
が
図
書
館
経
営
や
公
益
質
店
の
導
入
に
事
業
支
出
を
集

中
さ
せ
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
信
岡
家
が
居
村
の
小
学
校
増
改
築
費
調

達
や
村
内
貧
困
者
救
恤
に
義
倉
を
関
与
さ
せ
た
如
く
、
彼
ら
は
義
倉
の

地
域
貢
献
を
自
ら
の
効
用
を
最
大
化
さ
せ
る
方
向
で
調
整
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
を
明
示
的
か
つ
効
率
的
に
自
分
の
功
績
と
し
て
地
域
社
会
に
誇

示
で
き
た
。
彼
ら
の
名
望
家
と
し
て
の
社
会
的
評
価
が
義
倉
と
の
関
わ

り
で
な
さ
れ
た
事
実
は
、
そ
の
誇
示
が
地
域
社
会
に
正
当
な
も
の
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
義
倉
の
存
在
が
理
事
の
家
永
続
に
ど
の
よ
う
な
経
路

と
水
準
で
寄
与
し
た
の
か
を
解
明
し
た
。
義
倉
は
彼
ら
に
利
益
分
配
と

理
事
報
酬
を
与
え
る
こ
と
で
、
程
度
の
差
は
あ
れ
家
経
営
を
下
支
え
し

た
。
そ
し
て
家
名
維
持
の
危
機
に
お
い
て
義
倉
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
動

員
し
た
。
河
相
三
郎
家
の
よ
う
に
政
治
経
済
的
活
動
に
よ
り
名
望
家
と

し
て
の
立
場
の
維
持
に
成
功
し
た
場
合
で
も
義
倉
が
な
か
っ
た
場
合
に

そ
れ
が
よ
り
好
転
し
た
と
は
想
像
し
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
家
は

義
倉
を
「
衆
望
」
の
源
泉
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
名
望
家
と
し
て

の
地
位
維
持
に
失
敗
し
た
場
合
で
も
、
全
て
の
家
で
家
政
整
理
に
義
倉

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
家
名
の
維
持
に
は
効
果
を
上
げ
た
。
そ
れ

は
長
期
的
に
は
、
地
域
社
会
と
の
関
係
断
絶
を
成
功
裡
に
回
避
し
、
地

域
貢
献
の
担
い
手
へ
の
復
帰
を
可
能
と
す
る
も
の
だ
っ
た
（
神
野
利
右

衛
門
は
常
務
理
事
で
復
帰
、
河
相
一
郎
家
は
、
直
吉
が
理
事
と
し
て
復

帰
）。

の
家
計
に
一
定
の
収
入
を
も
た
ら
し
続
け
た
。
信
岡
家
が
不
況
期
の
赤

字
転
落
を
防
ぎ
つ
つ
諸
団
体
へ
の
寄
附
を
実
現
で
き
た
の
は
、
義
倉
か

ら
の
経
済
的
利
得
に
よ
り
家
計
を
維
持
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

義
倉
は
、
彼
ら
の
家
永
続
の
危
機
に
際
し
て
、
資
金
提
供
だ
け
で
な
く

土
地
や
金
融
資
産
の
取
引
や
有
価
証
券
の
管
理
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
動
員
し
て
対
応
し
た
。
そ
の
対
応
は
、
理
事
個
人
の
保
護
と
い
っ
た

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
次
世
代
へ
の
家
継
承
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
経
済
的
利
得
や
家
永
続
の
保
障
に
よ
り
、
義
倉
理
事
家

の
名
望
家
と
し
て
の
地
位
は
、
よ
り
長
く
保
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。お

わ
り
に

　

本
稿
は
、
従
来
の
名
望
家
史
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
公
益
法
人
に
着
目
し
、
具
体
的
に
は
財
団
法
人
義
倉
と
そ
の
理
事
を

取
り
上
げ
、
理
事
職
が
事
実
上
の
世
襲
、
つ
ま
り
「
家
」
と
し
て
財
団

法
人
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
地
域
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の
評
価
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
、
財
団
法
人
義

倉
と
そ
の
理
事
の
地
域
貢
献
と
家
永
続
を
、
で
き
う
る
限
り
実
証
的
に

明
ら
か
に
し
て
き
た
。
以
下
、
各
章
で
明
ら
か
に
し
た
事
実
を
ま
と
め

直
し
た
上
で
、
本
稿
の
結
論
と
そ
の
含
意
、
今
後
の
研
究
展
望
を
示
し

た
い
。

　

第
一
章
で
は
義
倉
の
理
事
家
の
盛
衰
と
名
望
の
在
り
方
を
整
理
し
た

上
で
、
義
倉
の
地
域
貢
献
が
ど
の
よ
う
に
彼
ら
に
名
望
を
も
た
ら
し
た
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は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
他
の
公
益
法
人
で
も
な
さ
れ
た
こ
と
だ
と
推
測

さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
公
益
法
人
は
そ
の
規
模
・
事
業
内
容
は
い
ず
れ

も
多
様
で
は
あ
る
が
そ
の
存
在
は
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
た
し
、
そ
こ

で
の
担
い
手
も
ま
た
名
望
家
層
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
公
益
法
人
の
理

事
連
中
が
そ
の
地
域
貢
献
か
ら
自
身
の
効
用
最
大
化
が
狙
え
る
と
い
う

条
件
も
ま
た
制
度
的
に
共
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
二
点
指
摘
す
る
。
第
一
に
、

義
倉
の
事
業
支
出
を
経
営
総
体
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
で

あ
る
。
固
有
の
資
産
を
所
有
・
運
用
し
、そ
の
果
実
を
事
業
支
出
に
よ
っ

て
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
公
益
法
人
の
本
質
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
事
業
支
出
の
在
り
方
は
、
法
人
と
し
て
の
経
営
総
体
に
お
い
て
解

明
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
の
事
例
研
究
と
し
て

の
優
位
性
は
、
義
倉
の
よ
う
な
在
地
レ
ベ
ル
の
公
益
法
人
に
こ
そ
内
在

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
在
地
レ
ベ
ル
の
公
益
法
人
は
、
資
産
運
用
と

事
業
支
出
が
同
一
地
域
で
完
結
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
場
合
に
事
業
支
出
は
、
地
域
社
会
の
利
害
に
関
わ
る
度
合
い

が
高
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
事
業
支
出
が
法
人
経
営
と
ど
の
よ
う
に
関

わ
り
、
そ
れ
が
地
域
社
会
の
利
害
を
ど
の
程
度
に
調
整
で
き
る
も
の

だ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
経
済
史
的
研
究
を
深
め
る

こ
と
が
、
義
倉
の
歴
史
的
意
義
を
見
極
め
る
上
で
不
可
欠
の
仕
事
に

な
っ
て
く
る
。
第
二
に
、
戦
後
改
革
と
終
戦
後
の
経
済
変
動
が
義
倉
に

与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
規
模
な
土
地
所
有
か

ら
の
利
益
が
義
倉
の
事
業
支
出
を
支
え
る
経
営
基
盤
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
れ
が
理
事
職
の
名
望
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
義
倉
を
介
し
た

　

こ
の
よ
う
に
、財
団
法
人
義
倉
の
理
事
は
世
代
を
越
え
て
継
承
さ
れ
、

そ
の
事
業
支
出
は
理
事
の
意
思
決
定
に
よ
り
な
さ
れ
る
が
故
に
、
地
域

社
会
の
中
で
名
望
を
調
達
す
る
た
め
の
有
効
な
方
策
と
し
て
機
能
し

た
。
彼
ら
が
世
代
を
越
え
て
義
倉
に
関
与
し
、
義
倉
か
ら
経
済
的
利
得

と
家
経
営
の
保
護
を
さ
れ
た
の
は
、義
倉
へ
の
関
与
が
彼
ら
の
「
家
業
」

で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
以
上
、
財
団
法
人
義
倉
は
理
事
家
の

「
家
業
」
と
し
て
地
域
社
会
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
で
彼
ら
の
名
望
の
源

泉
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
名
望
は
、
義
倉
の
意
思

決
定
に
理
事
家
が
持
続
的
に
関
わ
る
こ
と
で
よ
り
強
く
調
達
さ
れ
、
義

倉
か
ら
理
事
家
の
家
永
続
を
多
面
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
で
よ
り
長
く

維
持
さ
れ
た
。
こ
れ
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　

従
来
の
研
究
は
、
名
望
家
の
個
別
事
業
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実
施
が

直
ち
に
名
望
調
達
、
社
会
的
立
場
の
維
持
に
役
立
つ
か
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
る
傾
き
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
在
地
レ
ベ
ル
公

益
法
人
へ
の
関
与
を
名
望
家
の
地
域
貢
献
の
一
環
に
位
置
付
け
、
具
体

的
に
は
財
団
法
人
義
倉
の
理
事
家
に
着
目
し
、
地
域
貢
献
と
名
望
調
達

の
関
係
、
そ
し
て
家
永
続
が
名
望
の
再
生
産
に
寄
与
す
る
具
体
的
な
理

路
を
解
明
し
た
。
総
じ
て
、
名
望
家
個
人
の
政
治
的
・
経
済
的
な
地
域

貢
献
に
限
定
さ
れ
な
い
、
公
益
法
人
を
通
じ
て
の
名
望
調
達
の
パ
タ
ー

ン
を
実
証
し
た
の
が
、
本
稿
の
研
究
史
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
財
団
法
人
義
倉
と
そ
の
理
事
連
中
と
い
う
一
事
例
限
り
の

分
析
結
果
が
ど
こ
ま
で
一
般
化
し
う
る
の
か
考
え
る
。
論
点
を
先
取
り

す
れ
ば
、
本
稿
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
な
公
益
法
人
の
事
業
支
出
を
通
じ

た
理
事
家
の
名
望
調
達
や
、
法
人
の
側
か
ら
の
理
事
家
永
続
へ
の
関
与
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年
）。

　
（
5
）　

筒
井
正
夫
「
農
村
の
変
貌
と
名
望
家
」（『
日
本
近
現
代
史
』（
２　

資
本
主
義
と
「
自
由
主
義
」）
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）。
筒

井
氏
は
、
静
岡
県
の
「
名
士
」
略
歴
の
検
討
か
ら
、
名
望
家
を
「
政
治
・

経
済
・
社
会
等
の
諸
分
野
で
維
新
以
来
の
近
代
化
・
文
明
化
を
推
し
進

め
る
こ
と
に
貢
献
し
た「
開
明
的
」な
者
達
」と
捉
え（
二
二
四
頁
）、「
議

会
・
政
党
を
通
じ
た
地
域
利
益
の
獲
得
・
分
配
と
、
国
家
諸
機
関
・
諸

団
体
に
よ
る
国
民
の
諸
側
面
に
わ
た
る
組
織
化
を
通
じ
て
、「
地
域
公

共
の
利
益
」「
国
民
の
福
利
」
に
貢
献
す
る
姿
を
示
し
、
も
っ
て
自
ら

の
名
望
を
再
生
産
し
、
支
配
の
正
当
性
を
中
下
層
民
に
指
し
示
し
て

い
っ
た
」
と
い
う
（
二
四
九
頁
）。
な
お
、
筒
井
氏
の
議
論
で
は
積
極

的
論
点
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、「
名
士
」
の
リ
ス
ト
で
は
「
寄
附
事
業
」

は
全
体
の
約
三
割
の
者
が
該
当
し
て
い
る
（
二
一
五
頁
の
表
参
照
）。

　
（
6
）　

大
川
啓
「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
慈
善
」
と
「
不
穏
」」（『
歴
史
学

研
究
』
八
〇
四
、二
〇
〇
五
年
）、
大
川
啓
「
近
代
日
本
に
お
け
る
名
望

と
地
域
福
祉
の
社
会
史
」『
歴
史
学
研
究
』
九
二
九
、二
〇
一
五
年
）。

　
（
7
）　

飯
塚
一
幸
『
明
治
期
の
地
方
制
度
と
名
望
家
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）。

　
（
8
）　

中
村
尚
史
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
）。

　
（
9
）　

大
門
正
克
「
名
望
家
秩
序
の
変
貌
」（『
日
本
近
現
代
史
』（
３　

現

代
社
会
へ
の
転
形
）
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。

　
（
10
）　
「
家
」
と
し
て
地
域
社
会
に
拠
点
を
置
い
た
こ
と
が
、
名
望
家
の
寄

附
行
為
の
動
機
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
坂
根
嘉
弘
『
日

本
伝
統
社
会
と
経
済
発
展
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
一
一
年
）。

　
（
11
）　

黒
沢
文
貴
・
河
合
利
修
編
著
『
日
本
赤
十
字
社
と
人
道
援
助
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所

編
『
協
調
会
の
研
究
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

名
望
調
達
の
ル
ー
ト
が
戦
後
も
持
続
で
き
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
実
際
、
戦
後
の
農
地
改
革
や
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
は
名
望
家

の
家
産
を
損
な
い
、
所
得
分
布
の
平
準
化
を
実
現
さ
せ
た（

（7
（

。
義
倉
は
農

地
買
収
に
よ
り
経
営
基
盤
を
失
い
、
理
事
家
も
家
産
の
縮
減
に
直
面
し

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
と
き
義
倉
は
、
戦
前
の
事
業
支
出
の
在
り
方
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
理
事
連
中
と
義
倉
の

関
わ
り
方
、
彼
ら
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
方
に
も
一
定
の
変
化
を
促

す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
変
化
の
幅
を
、
本
稿
の
分
析
結
果
と
の

関
係
に
お
い
て
吟
味
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
二
点
が

今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
こ
と
を
展
望
し
、
本
稿
の
考
察
は
終
結
と
な

る
。

注（
1
）　

中
村
政
則
『
近
代
日
本
地
主
制
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
九
年
）。

　
（
2
）　

奥
村
弘
「
近
代
日
本
形
成
期
の
地
域
構
造
」（『
日
本
史
研
究
』

二
九
五
、一
九
八
七
年
）。

　
（
3
）　

有
泉
貞
夫
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇

年
）、
石
川
一
三
夫
『
近
代
日
本
の
名
望
家
と
自
治
』（
木
鐸
社
、

一
九
八
七
年
）、山
中
永
之
佑
『
近
代
日
本
の
地
方
制
度
と
名
望
家
』（
弘

文
堂
、
一
九
九
〇
年
）、
高
久
嶺
之
介
『
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
名

望
家
』（
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
）、
丑
木
幸
男
『
地
方
名
望
家
の
成
長
』

（
柏
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）。

　
（
4
）　

谷
本
雅
之「
近
代
日
本
に
お
け
る“
在
来
的
”経
済
発
展
と“
工
業
化
”」

（『
歴
史
評
論
』五
三
九
、一
九
九
五
年
）、谷
本
雅
之「
日
本
に
お
け
る“
地

域
工
業
化
”
と
投
資
活
動
」（『
社
会
経
済
史
学
』
六
四
―
一
、一
九
九
八
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と
し
て
―
」（『
史
学
研
究
』
一
四
九
、一
九
八
〇
年
）、棚
橋
久
美
子
「
地

主
制
衰
退
期
に
お
け
る
地
主
経
営
の
動
向
―
広
島
県
芦
品
郡
信
岡
家
を

事
例
と
し
て
―
」（『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
一
七
、一
九
八
九
年
）、
平

下
義
記
「
明
治
期
、
備
後
地
域
に
お
け
る
大
地
主
の
家
的
結
合
―
広
島

県
芦
品
郡
戸
手
村
信
岡
家
を
事
例
に
―
」（『
史
学
研
究
』
二
七
〇
、

二
〇
一
一
年
）。

　
（
23
）　

一
九
三
二
年
六
月
四
日
付
「
信
岡
錦
一
氏
（
農
業
）
広
島
県
芦
品
郡

戸
手
村
」『
中
国
新
聞
』。

　
（
24
）　

一
九
二
四
年
八
月
二
七
日
付「
一
級
候
補
河
相
三
郎
君
」『
中
国
新
聞
』。

　
（
25
）　

一
九
〇
八
～
一
〇
年
「
公
益
事
業
補
助
出
金
勘
定
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
26
）　

以
下
、
戸
手
村
・
坪
生
村
の
全
耕
地
・
地
価
金
に
つ
い
て
は
、
広
島

県
内
務
部
県
治
課
編
『
町
村
資
力
調
査
』
一
九
一
〇
年
版
、
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
（
閲
覧
は
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
の
複
製
版
）
を
参
照
。

義
倉
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
は
、各
年「
不
動
産
計
算
帳
」（
義
倉
文
書
）、

信
岡
家
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
九
年
「
更
生
土
地
反
別
地

価
小
作
定
米
原
簿
」（
信
岡
家
文
書
）
記
載
の
情
報
に
、
一
九
〇
〇
～

一
〇
年
の
「
田
畑
買
入
反
別
計
算
帳
」（
信
岡
家
文
書
）
か
ら
売
買
情

報
を
復
元
し
て
計
算
し
た
。

　
（
27
）　

一
九
一
〇
年
「
永
代
日
誌
簿
」（
信
岡
家
文
書
）。

　
（
28
）　

一
九
〇
八
年
「
会
議
案
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
29
）　

市
川
太
一
「
広
島
県
選
出
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
の
経
歴
」（『
修
道

法
学
』
五
―
一
、一
九
八
二
年
）。

　
（
30
）　

一
九
一
四
年
『
私
立
義
倉
図
書
館
報
』（
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
閲
覧
）。

　
（
31
）　

一
九
二
七
年
一
〇
月
一
七
日
付
「
本
県
最
初
の
県
会
議
長　

故
石
井

翁
の
事
績
の
か
ず
か
ず
」『
中
国
新
聞
』。

　
（
32
）　

一
九
〇
九
年
「
義
倉
」〔
会
場
不
明
、一
九
〇
九
年
の
講
演
原
稿
〕（
信

岡
家
文
書
）。

　
（
12
）　

数
少
な
い
事
例
研
究
と
し
て
、
大
杉
由
香
「
本
源
的
蓄
積
期
に
お
け

る
公
的
扶
助
と
私
的
救
済
」、『
社
会
経
済
史
学
』
六
一
―
四
、一
九
九
四

年
）。
大
杉
氏
は
財
団
法
人
秋
田
感
恩
講
に
着
目
し
て
い
る
が
、
そ
こ

で
は
、
公
益
法
人
で
あ
る
こ
と
が
積
極
的
論
点
と
し
て
は
位
置
付
け
ら

れ
て
い
な
い
。

　
（
13
）　

中
山
富
広
「
近
世
後
期
に
お
け
る
豪
農
商
層
の
経
済
倫
理
と
地
域
社
会

認
識
」（
上
・
中
・
下
）『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
四
三
・
二
四
九
・

二
五
二
、二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
年
、
平
下
義
記
「「
救
法
」
の
村
請
―

備
後
国
福
山
藩
領
の
義
倉
運
営
―
」『
農
業
史
研
究
』五
二
、二
〇
一
八
年
。

　
（
14
）　

平
下
義
記
「
近
世
近
代
移
行
期
に
お
け
る
福
山
義
倉
の
質
的
変
化
」

『
広
島
経
済
大
学
経
済
研
究
論
集
』、
三
九
―
一
・
二
合
併
号
、
二
〇
一
六

年
。

　
（
15
）　

豊
田
寛
三
「
福
山
「
義
倉
」
と
そ
の
経
営
―
明
治
～
昭
和
初
年
に
お

け
る
―
」（『
広
島
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
、一
九
七
二
年
）。

　
（
16
）　

平
下
義
記
「
明
治
の
中
の
「
旧
藩
」
―
明
治
二
四
～
二
六
年
旧
福
山

藩
領
「
義
倉
事
件
」
の
分
析
―
」（『
史
学
研
究
』
二
八
七
、二
〇
一
五

年
）。

　
（
17
）　

平
下
義
記
「
明
治
期
に
お
け
る
福
山
義
倉
の
組
織
変
革
」（『
史
学
研

究
』
二
八
二
、二
〇
一
三
年
）。

　
（
18
）　

こ
こ
で
は
、
戦
後
の
経
済
改
革
や
「
家
」
制
度
の
変
容
の
影
響
を
想

定
し
て
い
る
。

　
（
19
）　

一
八
九
九
年
「
財
団
法
人
申
請
書
・
規
則
・
定
款
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
20
）　

一
九
〇
九
年
四
月
一
九
日
付
「
農
事
有
功
石
井
英
太
郎
氏
」『
中
国

新
聞
』（
福
山
市
歴
史
資
料
室
で
閲
覧
、
以
下
同
様
）。

　
（
21
）　

一
九
二
七
年
一
〇
月
一
七
日
付
「
本
県
最
初
の
県
会
議
長　

故
石
井

翁
の
事
績
の
か
ず
か
ず
」『
中
国
新
聞
』。

　
（
22
）　

信
岡
家
の
研
究
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
勝
部
眞
人
「
確
立
・
興

隆
期
に
お
け
る
〈
近
畿
型
〉
地
主
制
の
諸
特
質
―
備
後
福
山
地
方
事
例



　「家業」としての名望家―「財団法人義倉」理事の地域貢献と家永続―（平下）

217

　
（
53
）　

一
九
三
二
年
「
昭
和
七
年
度　

会
議
決
議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
54
）　

一
九
〇
一
年
一
一
月
一
五
日
付
「
福
山
通
信
」『
芸
備
日
日
新
聞
』。

　
（
55
）　

一
九
〇
二
年
八
月
二
日
付
「
福
山
町
通
信
」『
芸
備
日
日
新
聞
』。

　
（
56
）　

一
九
〇
二
年
「
明
治
三
十
五
年
度　

議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
57
）　

一
九
〇
二
年
「
永
代
日
誌
簿
」（
信
岡
家
文
書
）。

　
（
58
）　

神
谷
健
夫
『
破
産
法
』（
明
治
堂
書
店
、
一
九
二
〇
年
）、
国
立
国
会

図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
。

　
（
59
）　

以
下
、
一
九
〇
二
年
「
明
治
三
十
五
年
度　

議
案
綴
」、「
日
記
」（
い

ず
れ
も
義
倉
文
書
）。

　
（
60
）　

一
九
〇
三
年
「
明
治
三
十
五
年
度　

議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
61
）　

一
九
〇
五
年
「
明
治
参
十
八
年
度　

会
議
案
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
62
）　

一
九
一
四
年
「
永
代
日
誌
繰
出
簿
」（
信
岡
家
文
書
）。

　
（
63
）　

一
九
一
六
年
「
保
存
書
類
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
64
）　

一
九
〇
三
年
「
明
治
三
十
六
年　

会
議
案
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
65
）　

各
年
度
「
財
産
帳
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
66
）　

一
九
〇
三
年
福
山
銀
行
「
第
十
五
期
営
業
報
告
書
」（
広
島
県
立
文

書
館
、
信
岡
家
文
書
の
複
製
版
）。

　
（
67
）　

一
九
〇
三
年
「
財
産
帳
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
68
）　

一
八
八
六
～
一
八
八
八
年
「
義
倉
社
日
誌
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
69
）　

一
九
〇
三
年
「
明
治
三
十
五
年
度　

議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
70
）　

一
九
〇
七
年
「
会
議
案
綴
込
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
71
）　

一
九
〇
八
年
「
保
存
書
類
綴
込
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
72
）　

一
九
〇
九
年
「
保
存
書
類
綴
込
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
73
）　

南
亮
進
『
日
本
の
経
済
発
展
と
所
得
分
布
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六

年
）。

（
広
島
経
済
大
学
経
済
学
部
）

　
（
33
）　

一
九
〇
九
年
「
公
益
事
業
補
助
出
金
勘
定
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
34
）　

一
九
一
二
年
「
永
代
記
録
」（
信
岡
家
文
書
）。

　
（
35
）　

一
九
一
二
年「
明
治
四
十
五
年
度　

会
議
決
議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
36
）　

一
九
一
三
年「
明
治
四
十
五
年
度　

会
議
決
議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
37
）　

一
九
一
三
年
「
公
益
事
業
補
助
出
金
勘
定
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
38
）　

以
下
、
公
益
質
屋
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
隆
一
『
庶
民
金

融
の
展
開
と
政
策
対
応
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、二
〇
〇
一
年
）参
照
。

　
（
39
）　

一
九
二
一
年「
大
正
十
年
二
月
ヨ
リ　

会
議
決
議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
40
）　

一
九
二
四
年
「
改
正
公
益
質
店
規
則
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
41
）　

一
九
二
一
年
「
日
誌
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
42
）　

内
務
省
社
会
局
社
会
部
「
公
益
質
庫
の
現
勢
」
一
九
二
六
年
、
東
京

大
学
経
済
学
部
図
書
室
所
蔵
。

　
（
43
）　

一
九
一
八
年
「
官
庁
町
村
役
場
達
書
照
会
書
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
44
）　

一
九
三
九
年
「
第
四
拾
四
期
事
業
報
告
書
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
45
）　

一
九
一
八
年
「
大
正
七
年
一
月　

重
要
日
記
」（
信
岡
家
文
書
）。

　
（
46
）　

一
九
一
八
年
「
大
正
七
年　

日
誌
」（
福
山
市
政
文
書
）（『
福
山
市

史
近
代
現
代
資
料
編
Ⅳ
社
会
・
生
活
』
一
四
七
頁
）。

　
（
47
）　

一
八
九
九
年
「
日
誌
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
48
）　

勝
部
眞
人
「
第
一
次
大
戦
期
の
福
山
地
方
に
お
け
る
所
得
調
査
の
分

析
」（
有
元
正
雄
先
生
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
近
世
近
代
の
社

会
と
民
衆
』
所
収
、
清
文
堂
、
一
九
九
三
年
）、
五
一
二
頁
。

　
（
49
）　

一
九
一
八
年
「
大
正
七
年
度　

会
議
決
議
案
綴
」（
義
倉
文
書
）。

　
（
50
）　

三
和
良
一
・
原
朗
編
『
近
現
代
日
本
経
済
史
要
覧
補
訂
版
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
〇
七
頁
。

　
（
51
）　

買
戻
特
約
付
土
地
取
引
に
つ
い
て
は
、
大
栗
行
昭
「
明
治
期
に
お
け
る

土
地
買
戻
慣
行
の
成
立
と
展
開
」（『
歴
史
と
経
済
』
二
一
六
、二
〇
一
二

年
）
参
照
。

　
（
52
）　

一
九
二
六
年
「
秘
記
」（
義
倉
文
書
）。


